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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式（１）又は（２ａ）：
【化１】

［式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基、シク
ロ－炭素原子数３ないし８のアルキル基、又は、非置換又は炭素原子数１ないし６のアル
キル基により若しくは炭素原子数１ないし６のアルコキシ基により置換された炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素
原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ
－基により若しくは－ＮＨ－基により中断されており、
　Ｒ3 はシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基、－ＣＯＮＲ1 Ｒ5 基を表わし、
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　Ｒ4 はシアノ基、－ＣＯＯＲ6 基、－ＣＯＮＨＲ6 基、－ＣＯＲ6 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

6 基、－ＣＯＮＲ2 Ｒ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、シクロ－炭素原
子数３ないし８のアルキル基、又は、非置換又は炭素原子数１ないし６のアルキル基によ
り置換された炭素原子数６ないし２０のアリール基を表わし、
　或いは、Ｒ3 及びＲ4 は一緒になって、又は、Ｒ5 及びＲ6 は一緒になって、５－ない
し７－員の、単環式の、炭素環式又はヘテロ環式環を形成し、
　Ｚ1 は－（ＣＨ2 ）l －基を表わし、該基は、中断されていないか又は－Ｏ－基、－Ｓ
－基により若しくは－ＮＲ7 －基により中断されており、及び／又は、非置換又は炭素原
子数１ないし６のアルキル基により置換されており、
　Ｒ7 は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、
　ｌは１ないし４を表わし、
　ｍは１ないし７を表わし、
　ｎは１ないし４を表わし、
　ｎ＝２のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は二価アルキル基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 

はそれらを結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、
　ｎ＝３のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は三価アルキル基を表わし、
　ｎ＝４のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は四価アルキル基を表わし、そして
　前記式（１）中のＲ1 及びＲ2 が同時に水素原子を表わさない。］で表わされる化合物
少なくとも１種又はそれより多くと、化粧品の許容され得るキャリア又は助剤を含む、化
粧品製剤。
【請求項２】
　次式（６）：
【化２】

［式中、
　Ｒ1 は炭素原子数１ないし４のアルキレン基を表わし、
　Ｒ2 は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを
結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、
　Ｒ5 は炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、
　ｍは１ないし７を表わす。］で表わされる化合物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒト及び動物の髪及び皮膚を紫外線から保護する際のメロシアニン誘導体の
使用及び、この様な化合物を含む化粧品組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  本発明に従って使用するための化合物は、次式：
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【化１】

［式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基、シク
ロ－炭素原子数３ないし８のアルキル基、又は、非置換又は炭素原子数１ないし６のアル
キル基により若しくは炭素原子数１ないし６のアルコキシ基により置換された炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素
原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ
－基により若しくは－ＮＨ－基により中断されており、
　Ｒ3 はシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基、－ＣＯＮＲ1 Ｒ5 基を表わし、
　Ｒ4 はシアノ基、－ＣＯＯＲ6 基、－ＣＯＮＨＲ6 基、－ＣＯＲ6 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

6 基、－ＣＯＮＲ2 Ｒ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、シクロ－炭素原
子数３ないし８のアルキル基、又は、非置換又は炭素原子数１ないし６のアルキル基によ
り置換された炭素原子数６ないし２０のアリール基を表わし、
　或いは、Ｒ3 及びＲ4 は一緒になって、又は、Ｒ5 及びＲ6 は一緒になって、５－ない
し７－員の、単環式の、炭素環式又はヘテロ環式環を形成し、
　Ｚ1 及びＺ2 は互いに独立して－（ＣＨ2 ）l －基を表わし、該基は、中断されていな
いか又は－Ｏ－基、－Ｓ－基により若しくは－ＮＲ7 －基により中断されており、及び／
又は、非置換又は炭素原子数１ないし６のアルキル基により置換されており、
　Ｒ7 は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、
　ｌは１ないし４を表わし、
　ｍは１ないし７を表わし、
　ｎは１ないし４を表わし、
　ｎ＝２のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は二価アルキル基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 

はそれらを結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、
　ｎ＝３のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は三価アルキル基を表わし、
　ｎ＝４のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は四価アルキル基を表わし、
　前記式（１）中のＲ1 及びＲ2 が同時に水素原子を表わさない。］で表わされる化合物
に対応する。
【０００３】
　前記式（１）で表わされる化合物又は次式：
【化２】

［両式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は



(4) JP 4154719 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

、非置換又は炭素原子数１ないし５のアルキル基により若しくは炭素原子数１ないし５の
アルコキシ基により置換された炭素原子数６ないし２０のアリール基を表わし、或いは、
Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 はシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基を表わし、
　Ｒ4 はシアノ基、－ＣＯＯＲ6 基、－ＣＯＮＨＲ6 基、－ＣＯＲ6 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は、非置換又
は炭素原子数１ないし５のアルキル基により置換された炭素原子数６ないし２０のアリー
ル基を表わし、
　或いは、Ｒ5 及びＲ6 は一緒になって、５－ないし７－員の、単環式の、炭素環式又は
ヘテロ環式環を形成し、
　Ｚは互いに独立して－（ＣＨ2 ）l －基を表わし、該基は、中断されていないか又は－
Ｏ－基、－Ｓ－基により若しくは－ＮＲ7 －基により中断されており、及び／又は、非置
換又は炭素原子数１ないし６のアルキル基により置換されており、
　Ｒ7 は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、
　ｌは１ないし４を表わし、
　ｍは１ないし７を表わし、
　ｎは１ないし４を表わし、
　ｎ＝２のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は二価アルキル基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 

はそれらを結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m －環を形成し、
　ｎ＝３のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は三価アルキル基を表わし、
　ｎ＝４のとき、Ｒ1 、Ｒ5 又はＲ6 は四価アルキル基を表わし、
　前記式（１）中のＲ1 及びＲ2 が同時に水素原子を表わさない。］で表わされる化合物
の使用が好ましい。
【０００４】
　本発明は特に、前記式（１）又は（２ａ）で表される化合物少なくとも１種又はそれよ
り多くと、化粧品の許容され得るキャリア又は助剤を含む、化粧品製剤に関するものであ
る。
　前記式（１）で表わされる化合物は、Ｅ，Ｅ－、Ｅ，Ｚ－又はＺ，Ｚ－異性体の形態で
存在し得る。
【０００５】
　炭素原子数１ないし２２のアルキル基は、直鎖状又は分岐鎖状の、非置換の又は置換さ
れたアルキル基、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチ
ル基、ｎ－ヘキシル基、シクロヘキシル基、ｎ－デシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－オクタ
デシル基、エイコシル基、メトキシエチル基、エトキシプロピル基、２－エチルヘキシル
基、ヒドロキシエチル基、クロロプロピル基、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル基、シア
ノエチル基、フェネチル基、ベンジル基、ｐ－第三ブチルフェネチル基、ｐ－第三オクチ
ルフェノキシエチル基、３－（２，４－ジ第三アミルフェノキシ）プロピル基、エトキシ
カルボニルメチル－２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチル基又は２－フリルエチル基を
表わす。
【０００６】
　炭素原子数１ないし６のアルコキシ基は、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基
、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、第二ブトキシ基、第三ブトキシ基、アミルオキシ
基、イソアミルオキシ基又は第三アミルオキシ基を表わす。
【０００７】
　炭素原子数６ないし１０のアリール基は、例えば、フェニル基、トリル基、アニシル基
、メシチル基、クロロフェニル基、２，４－ジ第三アミルフェニル基及びナフチル基を表
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わす。
【０００８】
　ヘテロ環式基は、１個、２個、３個又は４個の同一又は異なる環ヘテロ原子を含む。１
個、２個又は３個の、とりわけ１個又は２個の同一又は異なる環ヘテロ原子を含むヘテロ
環が特に好ましい。前記ヘテロ環は、単－又は多－環式、例えば、単－、二－又は三－環
式であり得る。それらは好ましくは、単－又は二－環式、とりわけ単－環式である。前記
環は好ましくは、５、６又は７の環員を含む。式（１）又は（２）で表わされる化合物中
に生じる基が誘導され得る単環式及び二環式のヘテロ環式システムは、例えば、ピロール
、フラン、チオフェン、イミダゾール、ピラゾール、１，２，３－チアゾール、１，２，
４－トリアゾール、ピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、ピラン、チオピラン
、１，４－ジオキサン、１，２－オキサジン、１，３－オキサジン、１，４－オキサジン
、インドール、ベンゾチオフェン、ベンゾフラン、ピロリジン、ピペリジン、ピペラジン
、モルホリン及びチオモルホリンである。
【０００９】
　Ｒ5 及びＲ6 が一緒になって、５－ないし７－員の、単環式、炭素環式又はヘテロ環式
環を形成するとき、この様な環は、例えば、１，３－ジオキソシクロヘキサン環、例えば
、ジメドン環、１，３－ジオキソ－５，５－ジエチルシクロヘキサン環；１，３－ジアザ
－２，４，６－トリオキソシクロヘキサン環、例えば、バルビツール酸環、１，３－ジメ
チルバルビツール酸環、１－フェニルバルビツール酸環、１－メチル－３－オクチルバル
ビツール酸環、１－エチル－３－オクチルオキシ－カルボニルエチルバルビツール酸環；
１，２－ジアザ－３，５－ジオキソシクロペンタン環、例えば、１，２－ジアザ－１，２
－ジメチル－３，５－ジオキソシクロペンタン環、１，２－ジアザ－１，２－ジフェニル
－３，５－ジオキソシクロペンタン環；或いは、２，４－ジアザ－１－アルコキシ－３，
５－ジオキソシクロヘキサン環、例えば、２，４－ジアザ－１－エトキシ－４－エチル－
３，５－ジオキソシクロヘキセン環、２，４－ジアザ－１－エトキシ－４－［３－（２，
４－ジ第三アミルフェノキシ）プロピル］－３，５－ジオキソシクロヘキセン環等である
。
【００１０】
　式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わ
し、或いは、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）

m 環を形成し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基によ
り中断されており、
　Ｒ3 がシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基を表わし、
　Ｒ4 がシアノ基、－ＣＯＯＲ6 基、－ＣＯＮＨＲ6 基、－ＣＯＲ6 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、そして
　Ｚが前記において定義されたものと同じ意味を表わす、
化合物の本発明に従う使用が好ましい。
【００１１】
　これらの化合物のなかで、式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中
、
　Ｒ3 がシアノ基を表わし、そして
　Ｒ4 が－ＣＯＮＨＲ6 基を表わし、そして
　Ｒ6 が炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数６ないし２０のアリール
基を表わす化合物、
並びに、とりわけ、式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ6 が炭素原子数４ないし２０のアルキル基を表わす化合物、が特に好ましい。



(6) JP 4154719 B2 2008.9.24

10

20

30

40

【００１２】
　式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 が－ＣＯＯＲ5 基を表わし、
　Ｒ4 がシアノ基、－ＣＯＯＲ6 基又は－ＳＯ2 Ｒ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、そして
　ｍが１ないし７を表わす、
化合物も好ましい。
【００１３】
　これらの化合物のなかで、式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中
、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 が－ＣＯＯＲ5 基を表わし、
　Ｒ4 が－ＣＯＯＲ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、そして
　ｍが１ないし７を表わす化合物、
並びに、式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 が－ＣＯＯＲ5 基を表わし、
　Ｒ4 がシアノ基を表わし、
　Ｒ5 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数６ないし
２０のアリール基を表わし、そして
　ｍが１ないし７を表わす化合物、
並びに、式（１）又は（１）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 が－ＣＯＯＲ5 基を表わし、
　Ｒ4 が－ＳＯ2 Ｒ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基、又は炭素原子数
６ないし２０のアリール基を表わし、そして
　ｍが１ないし７を表わす化合物、が好ましい。
【００１４】
　更に、次式：
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【化３】

［式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環
を形成し、
　Ｘは－Ｏ－基又は－ＮＨ－基を表わし、
　Ｚ2 は－（ＣＨ2 ）l 基を表わし、該基は、中断されていないか又は－Ｏ－基、－Ｓ－
基により若しくは－ＮＲ7 －基により中断されており、及び／又は、非置換又は炭素原子
数１ないし６のアルキル基により置換されており、
　ｎは１ないし３を表わす。］で表わされる化合物、
並びに、とりわけ、式（３）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって、次式：
【化４】

で表わされる基を形成する化合物、
の使用が好ましい。
【００１５】
　更に、次式：

【化５】

［式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 はシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基を表わし、そして
　Ｒ5 及びＲ6 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基又は炭素原子数６
ないし２０のアリール基を表わす。］で表わされる化合物、
並びに、とりわけ、式（４）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 が互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 がそれらを結合している窒素原子と一緒になって、次式：
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【化６】

で表わされる基を形成する化合物、
の使用が好ましい。
【００１６】
　更に、次式：

【化７】

［式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成
し、該環は、中断されていないか又は－Ｏ－基により若しくは－ＮＨ－基により中断され
ており、
　Ｒ3 はシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＮＨＲ5 基、－ＣＯＲ5 基、又は－ＳＯ2 Ｒ

5 基を表わし、そして
　Ｒ5 は炭素原子数１ないし２２のアルキル基又は炭素原子数６ないし２０のアリール基
を表わす。］で表わされる化合物、
並びに、とりわけ、式（４）で表わされる化合物であって、前記式中、
　Ｒ1 及びＲ2 は互いに独立して炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、或いは
、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを結合している窒素原子と一緒になって、次式：

【化８】

で表わされる基を形成する化合物、
の使用が好ましい。
【００１７】
　好ましく使用される式（２）で表わされる化合物は、式中、
　Ｚが、オキサゾリジン環、ピロリジン環又はチアゾリジン環の形成を引き起こす原子団
を表わす、
化合物である。
【００１８】
　これらの化合物のなかで非常に特別に好ましいものは、次式：
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【化９】

［式中、
　Ｒ8 及びＲ9 は互いに独立して水素原子又は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わ
し、そして
　Ｙは－Ｏ－基、－Ｓ－基又は－ＣＨ2 －基を表わし、そして
　Ｒ1 、Ｒ3 、Ｒ4 及びｎは請求項１において定義されたものと同じ意味を表わす。］で
表わされる化合物である。
【００１９】
　特別に好ましいものは、式（２ａ）で表わされる化合物であって、式中、
　Ｒ1 が互いに独立して炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表わし、
　Ｒ3 がシアノ基、－ＣＯＯＲ5 基、－ＣＯＲ5 基又は－ＳＯ2 Ｒ5 基を表わし、
　Ｒ4 が－ＣＯＲ6 基又は－ＣＯＯＲ6 基を表わし、
　Ｒ5 及びＲ6 が互いに独立して非置換又は炭素原子数１ないし５のアルキル基により若
しくは炭素原子数１ないし５のアルコキシ基により置換された炭素原子数６ないし２０の
アリール基を表わす、
化合物である。
【００２０】
　本発明に従って使用するための別の化合物は、以下の本文中の表ＭＣ１に記載されてい
る。
【００２１】
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【表１】

【００２２】
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【表２】

【００２３】
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【表３】

【００２４】
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【表４】

【００２５】
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【表５】

【００２６】
本発明に従って使用するための別のメロシアニン誘導体が表ＭＣ２に記載されている：
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【表６】

【００２７】
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【表７】

【００２８】
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【表８】

【００２９】
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【表９】

【００３０】
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【表１０】

【００３１】



(20) JP 4154719 B2 2008.9.24

10

20

30

【表１１】

【００３２】
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【表１２】

【００３３】
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【表１３】

【００３４】
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【表１４】

　本発明に従って選択された多数の化合物の分光分析データは、表ＭＣ３に記載されてい
る。
【００３５】
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【表１５】

　本発明に従って使用される式（１）又は（２）で表わされるメロシアニン化合物は、公
知化合物の場合もあるが、しかし、新規化合物も含む。
【００３６】
　新規化合物は、次式：

【化１０】

［式中、
　Ｒ1 は炭素原子数１ないし４のアルキレン基を表わし、
　Ｒ2 は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、或いは、Ｒ1 及びＲ2 はそれらを
結合している２個の窒素原子と一緒になって－（ＣＨ2 ）m 環を形成し、
　Ｒ5 は炭素原子数１ないし２２のアルキル基を表わし、
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　ｍは１ないし７を表わす。］で表わされる化合物に対応する。
【００３７】
　本発明の紫外線吸収剤は、溶解された状態（可溶性有機フィルター、可溶化された有機
フィルター）又は微細化された状態（ナノ尺度の有機フィルター、粒子状有機フィルター
、紫外線吸収顔料）で使用され得る。
【００３８】
　微粒子の製造のために適する如何なる公知方法も使用し得、例えば、
－硬質粉砕媒体、例えばボールミル中のジルコニウムシリケートボール及び、水中又は適
する有機溶剤中の保護界面活性剤又は保護ポリマー、を用いる湿式ミリング（ポンプ移送
可能な分散液のための、低粘度微細化方法）、
－連続又は不連続（バッチ）混練機を使用する湿式混練（ポンプ移送不可能なペーストの
ための、高粘度微細化方法）が使用し得る。湿式混練のために、溶剤（水又は化粧品にお
いて許容され得るオイル）、粉砕助剤（界面活性剤、乳化剤）及びポリマー状粉砕助剤を
使用し得る。
　前記二つの方法とも、好ましく使用され得る。
－適する溶剤、例えば水性懸濁液又は有機溶剤を含む懸濁液からの、或いは水、エタノー
ル、ジクロロエタン、トルエン又はＮ－メチルピロリドン等中の真溶液からの噴霧乾燥、
－紫外線フィルターが溶解された超臨界流体（例えば、ＣＯ2 ）のＲＥＳＳプロセス［超
臨界溶液の急速膨張（Ｒａｐｉｄ　Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｕｐｅｒｃｒｉｔｉｃ
ａｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ）］に従った膨張、或いは、適する有機溶剤中の１種又はそれ
より多くの紫外線フィルターの溶液と一緒になった液体二酸化炭素の膨張、
－超臨界流体を含む、適する溶剤からの再沈殿［ＧＡＳＲプロセス＝ガス逆溶剤再結晶（
Ｇａｓ　Ａｎｔｉ－Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｃｒｙｓｔａｌｌｉｓａｔｉｏｎ）／ＰＣＡプ
ロセス＝圧縮された逆溶剤を用いる沈殿（Ｐｒｅｃｉｐｉｔａｔｉｏｎ　ｗｉｔｈ　Ｃｏ
ｍｐｒｅｓｓｅｄ　Ａｎｔｉ－Ｓｏｌｖｅｎｔ）］
も、微細化された紫外線吸収剤の製造のために使用することができる。
【００３９】
　微細化された有機紫外線吸収剤の製造のためのミリング装置としては、例えば、ジェッ
トミル、ボールミル、振動ミル又はハンマーミル、好ましくは、高速ミキシングミルが使
用され得る。更に好ましいミルは、モダーンボールミルである；これらの種類のミルの製
造者は、例えば、ネッシュ（Ｎｅｔｚｓｃｈ）（ＬＭＺミル）、ドライス（Ｄｒａｉｓ）
［ＤＣＰ－ビスコフロー（Ｖｉｓｃｏｆｌｏｗ）又はコスモ（Ｃｏｓｍｏ）］、ビューラ
ー（Ｂｕｅｈｌｅｒ）ＡＧ（遠心ミル）又はバッハホーファー（Ｂａｃｈｈｏｆｅｒ）で
ある。粉砕は好ましくは、粉砕助剤を用いて行われる。
【００４０】
　微細化された有機紫外線吸収剤の製造のための混練装置の例は、典型的にはシグマ－ブ
レードバッチ混練機であるが、しかし、シリアルバッチ混練機［ｌＫＡ－ヴェルケ（Ｗｅ
ｒｋｅ）］又は連続混練機［ヴェルナー及びプフライデラー（Ｗｅｒｎｅｒ　ｕｎｄ　Ｐ
ｆｌｅｉｄｅｒｅｒ）製のコンチヌア（Ｃｏｎｔｉｎｕａ）］でもよい。
【００４１】
　上記微細化プロセスの全てのための有用な低分子量粉砕助剤は、表題”乳化剤”、”界
面活性剤”及び”脂肪アルコール”のセクションにおいて以下に開示された界面活性剤及
び乳化剤である。
【００４２】
　水分散液のための有用なポリマー状粉砕助剤は、Ｍｎ＞５００ｇ／モルの、化粧品にお
いて許容され得る水溶性ポリマー、例えば、アクリレート［サルケア（Ｓａｌｃａｒｅ）
型］、変性又は未変性多糖類、ポリグルコシド又はキサンタンガムである。更に、アルキ
ル化ビニルピロリドンポリマー、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アシルグル
タメート、アルキルポリグルコシド、セテアレス（Ｃｅｔｅａｒｅｔｈ）－２５又はリン
脂質が使用され得る。オイル分散液は、加工中及び加工後の粘度を調節するためのポリマ
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ー状粉砕助剤として、化粧品において許容され得るワックス状ポリマー又は天然ワックス
を含み得る。他の有用なポリマー状粉砕助剤は、表題”ポリマー”のセクションにおいて
以下に開示されている。
【００４３】
　有用な溶剤は、水、ブライン、（ポリ）エチレングリコール、グリセロール又は化粧品
において許容され得るオイルである。他の有用な溶剤は、表題”脂肪酸エステル”、”グ
リセリルエステル及び誘導体を包含する、天然及び合成トリグリセリド”、”真珠光沢の
あるワックス”、”炭化水素オイル”及び”シリコーン又はシロキサン”のセクションに
おいて以下に開示されている。
【００４４】
　そうして得られた微細化された紫外線吸収剤は、通常、０．０２ないし２ミクロン、好
ましくは０．０３ないし１．５ミクロン、そしてより特別には０．０５ないし１．０ミク
ロンの平均粒径を有する。
【００４５】
　本発明の紫外線吸収剤は、乾燥粉末形態でも使用され得る。この目的のために、前記紫
外線吸収剤は、公知粉砕方法、例えば真空アトマイゼーション、向流噴霧乾燥等に付され
る。このような粉末は、０．１μｍないし２μｍの粒径を有している。凝集の発生を避け
るために、前記紫外線吸収剤は、微粉砕プロセスに先立って、表面活性化合物、例えば、
アニオン性、非イオン性又は両性界面活性剤、例えば、リン脂質又は公知ポリマー、例え
ばＰＶＰ、アクリレート等をコートされ得る。
【００４６】
　本発明の紫外線吸収剤は、化粧品用の特定のキャリア中で、例えば、固体脂質ナノ粒子
（ＳＬＮ）中で又は、紫外線吸収剤がカプセル封入されている不活性ゾル－ゲルミクロカ
プセル中で、使用され得る。
【００４７】
　本発明の化粧品製剤又は医薬組成物は、下記表１～３に記載された別の紫外線吸収剤１
種又はそれより多くを含み得る。
【００４８】
　化粧品又は医薬製剤は、紫外線吸収剤を助剤と、慣用の方法、例えば個々の成分を一緒
に単に撹拌することにより、とりわけ、既知の化粧品紫外線吸収剤、例えばオクチルメト
キシシンナメート、サリチル酸イソオクチルエステル等の溶解性を使用することにより、
物理的に混合することにより製造することができる。前記紫外線吸収剤は、例えば、別の
処理をすることなく、又は微細化された状態において、又は粉末形態において、使用され
得る。
【００４９】
　化粧品又は医薬製剤は、組成物の全重量に基づいて、紫外線吸収剤又は紫外線吸収剤混
合物０．０５重量％ないし４０重量％を含む。
【００５０】
　本発明の式（１）で表わされる紫外線吸収剤と所望による別の光保護剤（下記表１～３
に記載されたもの）との、重量に基づいて、１：９９ないし９９：１、とりわけ１：９５
ないし９５：１、そして特別には１０：９０ないし９０：１０の混合比率の使用が好まし
い。とりわけ興味のあるのは、２０：８０ないし８０：２０、とりわけ４０：６０ないし
６０：４０、そして好ましくは約５０：５０の混合比率である。このような混合物は、と
りわけ、溶解度を向上させるため又は紫外線吸収性を増大させるために使用され得る。
【００５１】
　本発明の式（１）で表わされる紫外線吸収剤、又は紫外線フィルターの組み合わせは、
皮膚、髪及び／又は天然若しくは人工の髪用着色料を保護するために有用である。
【００５２】
┌─────────────────────────────────────┐
│表１．本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用され得る、適する紫外線フィルタ│
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│ー物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│　（紫外線吸収剤の一般的な範囲は左側欄に記載されている；具体的な化合物は右│
│側欄に示されている）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ｐ－アミノ安息香酸誘導体、例えば、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキ│
│シルエステル。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│サリチル酸誘導体、例えば、サリチル酸２－エチルヘキシルエステル。　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ベンゾフェノン誘導体、例えば、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン及│
│びその５－スルホン酸誘導体。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ジフェニルアクリレート、例えば、２－エチルヘキシル２－シアノ－３，３－ジフ│
│ェニルアクリレート、及び３－（ベンゾフラニル）２－シアノアクリレート。　　│
├─────────────────────────────────────┤
│３－イミダゾール－４－イルアクリル酸及びエステル。　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ベンゾフラン誘導体、とりわけ、欧州特許出願公開第５８２１８９号明細書、米国│
│特許出願公開第５３３８５３９号明細書、米国特許出願公開第５５１８７１３号明│
│細書及び欧州特許出願公開第６１３８９３号明細書に記載された２－（ｐ－アミノ│
│フェニル）ベンゾフラン誘導体。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ポリマー状紫外線吸収剤、例えば、欧州特許出願公開第７０９０８０号明細書に記│
│載されたベンジリデンマロネート誘導体。　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│桂皮酸誘導体、例えば、４－メトキシ桂皮酸２－エチルヘキシルエステル及びイソ│
│アミルエステル又は、誘導体米国特許出願公開第５６０１８１１号明細書及び国際│
│特許出願公開第９７／００８５１号パンフレットに記載された桂皮酸誘導体。　　│
├─────────────────────────────────────┤
│カンファー誘導体、例えば、３－（４’－メチル）ベンジリデン－ボルナン－２－│
│オン、３－ベンジリデン－ボルナン－２－オン、Ｎ－［２（及び４）－２－（オキ│
│シボルン－３－イリデン－メチル）ベンジル］アクリルアミドポリマー、３－（４│
│’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデン－ボルナン－２－オンメチルスルフェ│
│ート、３，３’－（１，４－フェニレン－ジメチン）－ビス（７，７－ジメチル－│
│２－オキソ－ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸）及びその│
│塩、３－（４’－スルホ）ベンジリデン－ボルナン－２－オン及びその塩、カンフ│
│ァーベンザルコニウムメトスルフェート。　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│ヒドロキシフェニルトリアジン化合物、例えば、２－（４’－メトキシフェニル）│
│－４，６－ビス（２’－ヒドロキシ－４’－ｎ－オクチルオキシフェニル）－１，│
│３，５－トリアジン、２，４－ビス｛［４－（３－（２－プロピルオキシ）－２－│
│ヒドロキシ－プロピルオキシ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝－６－（４－メトキ│
│シフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス｛［４－（２－エチル－ヘ│
│キシルオキシ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝－６－［４－（２－メトキシエチル│
│－カルボキシル）フェニルアミノ］－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス｛［│
│４－（トリス（トリメチルシリルオキシ－シリルプロピルオキシ）－２－ヒドロキ│
│シ］フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，│
│４－ビス｛［４－（２”－メチルプロペニルオキシ）－２－ヒドロキシ］フェニル│
│｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス｛［│
│４－（１’，１’，１’，３’，５’，５’，５’－ヘプタメチルトリシリル－２│
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│”－メチル－プロピルオキシ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝－６－（４－メトキ│
│シフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス｛［４－（３－（２－プロ│
│ピルオキシ）－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝│
│－６－［４－エチルカルボニル）フェニルアミノ］１，３，５－トリアジン。　　│
├─────────────────────────────────────┤
│コートされた又はコートされていない物理的日焼け止め剤、例えば、二酸化チタン│
│、酸化亜鉛、酸化鉄、雲母、一酸化マンガン、三酸化二鉄、三酸化二セリウム、酸│
│化アルミニウム、酸化ジルコニウム（表面コーティング：ポリメチルメタクリレー│
│ト、メチコーン（ケミカルアブストラクツ（ＣＡＳ９００４－７３－３）に記載さ│
│れているメチルハイドロジェンポリシロキサン）、ジメチコーン、イソプロピルチ│
│タントリイソステアレート（ＣＡＳ６１４１７－４９－０に記載されているもの）│
│、金属石鹸、例えばステアリン酸マグネシウム（ＣＡＳ４０８６－７０－８に記載│
│されているもの）、ペルフルオロアルコールホスフェート、例えば、炭素原子数９│
│ないし１５のフルオロアルコールホスフェート（ＣＡＳ７４４９９－４４－８、特│
│開平５－８６９８４号明細書、特開平４－３３０００７号明細書に記載されている│
│もの））。一次粒径は、平均値で１５ｎｍ～３５ｎｍであり、そして粒径分布は１│　
│００ｎｍ～３００ｎｍの範囲内にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　
├─────────────────────────────────────┤
│ドイツ国特許第１００１１３１７号明細書、欧州特許第１１３３９８０号明細書及│
│び欧州特許第１０４６３９１号明細書に開示されたアミノヒドロキシ－ベンゾフェ│
│ノン誘導体。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├─────────────────────────────────────┤
│欧州特許第１１６７３５８号明細書に開示されたフェニル－ベンズイミダゾール誘│
│導体。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
└─────────────────────────────────────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００５３】
┌─────────────────────────────────────┐
│表２．本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用され得る、適する紫外線フィルタ│
│ー物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│（紫外線吸収剤の一般的な範囲は左側欄に記載されている；特別な化合物は右側欄│
│に示されている）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┬──────────────────┤
│ドイツ国特許第１０３３１８０４号明細│第４頁の表１並びに第５頁の表２及び表│
│書　　　　　　　　　　　　　　　　　│３　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第６１３８９３号明細書　　　│第６～８頁の実施例１～５及び実施例１│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│５、表１　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０００９５０号明細書　　│第１８～２１頁の表１の化合物　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１００５８５５号明細書　　│第１３頁の表３　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１００８５８６号明細書　　│第１３～１５頁の実施例１～３　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１００８５９３号明細書　　│第４～５頁の実施例１～８　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０２７８８３号明細書　　│第３頁の化合物ＶＩＩ　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０２７８８３号明細書　　│第３頁の化合物Ｉ～ＶＩ　　　　　　　│
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├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０２８１２０号明細書　　│第５～１３頁の実施例１～５　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０５９０８２号明細書　　│第９～１１頁の実施例１、表１　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０６０７３４号明細書　　│第１１～１４頁の表１～３　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０６４９２２号明細書　　│第６～１４頁の化合物１～３４　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１０８１１４０号明細書　　│第１１～１６頁の実施例１～９　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１１０３５４９号明細書　　│第３９～５１頁の化合物１～７６　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１１０８７１２号明細書　　│４，５－ジモルホリノ－３－ヒドロキシ│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│ピリダジン　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１１２３９３４号明細書　　│第１０頁の表３　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１１２９６９５号明細書　　│第１３～１４頁の実施例１～７　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１１６７３５９号明細書　　│第１１頁の実施例１及び第１２頁の実施│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│例２　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第１２５８４８１号明細書　　│第７～８頁の実施例１　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許公告第４２０７０７号明細書　│第１３頁の実施例３（ＣＡＳ登録番号８│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│０１４２－４９－０）　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第５０３３３８号明細書　　　│第９～１０頁の表１　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第５１７１０３号明細書　　　│第６～７頁の実施例３、４、９、１０　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第５１７１０４号明細書　　　│第４～５頁の実施例１、表１；第６～８│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│頁の実施例８、表２　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第６２６９５０号明細書　　　│全ての化合物　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第６６９３２３号明細書　　　│第５頁の実施例１～３　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第７８０３８２号明細書　　　│第５～７頁の実施例１～１１　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８２３４１８号明細書　　　│第７～８頁の実施例１～４　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８２６３６１号明細書　　　│第５～６頁の表１　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８３２６４１号明細書　　　│第７頁の実施例５及び実施例６；第８頁│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│の表２　　　　　　　　　　　　　　　│
└──────────────────┴──────────────────┘
【００５４】
┌─────────────────────────────────────┐
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│表２．本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用され得る、適する紫外線フィルタ│
│ー物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│（紫外線吸収剤の一般的な範囲は左側欄に記載されている；具体的な化合物は右側│
│欄に示されている）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┬──────────────────┤
│欧州特許第８３２６４２号明細書　　　│第１０～１５頁の実施例２２、表３；第│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１６頁の表４　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８５２１３７号明細書　　　│第４１～４６頁の表２　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８５８３１８号明細書　　　│第６頁の表１　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８６３１４５号明細書　　　│第１２～１８頁の実施例１～１１　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第８９５７７６号明細書　　　│第３頁第４８～５８列、第５頁２５列及│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│び３３列の化合物　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９１１０２０号明細書　　　│第１１～１２頁の表２　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９１６３３５号明細書　　　│第１９～４１頁の表２～４　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９２４２４６号明細書　　　│第９頁の表２　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９３３３７６号明細書　　　│第１０～２１頁の実施例１～１５　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９４４６２４号明細書　　　│第１３～１５頁の実施例１及び実施例２│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９４５１２５号明細書　　　│第１４～１５頁の表３ａ及び３ｂ　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９６７２００号明細書　　　│第１７～２０頁の実施例２、表３～５　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│欧州特許第９６９００４号明細書　　　│第６～８頁の実施例５、表１　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│特許第２０００３１９６２９号明細書　│ＣＡＳ登録番号８０１４２－４９－０、│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１３７２１５－８３－９、３０７９４７│
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│－８２－６　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│米国特許第５６３５３４３号明細書　　│第５～１０頁の全ての化合物　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│米国特許第５３３８５３９号明細書　　│第３～４頁の実施例１～９　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│米国特許第５３４６６９１号明細書　　│第７頁の実施例４０；第８頁の表５　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│米国特許第５８０１２４４号明細書　　│第６～７頁の実施例１～５　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第０１４９６８６号パ│第１６～２１頁の実施例１～５　　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第０１６８０４７号パ│第８５～９６頁の表　　　　　　　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
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├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第０１８１２９７号パ│第９～１１頁の実施例１～３　　　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第０２３８５３７号パ│第３頁の全ての化合物、第４頁第１～１│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│０列の化合物　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第９２１７４６１号パ│第１０～２０頁の実施例１～２２　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第９２２０６９０号パ│実施例３～６のポリマー状化合物　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第９３０１１６４号パ│第１３～２２頁の表１及び表２　　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──────────────────┼──────────────────┤
│国際特許出願公開第９７１４６８０号パ│第１０頁の実施例１～３　　　　　　　│
│ンフレット　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
└──────────────────┴──────────────────┘
【００５５】
┌─────────────────────────────────────┐
│表３．本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用され得る、適する紫外線フィルタ│
│ー物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│（紫外線吸収剤の一般的な範囲は左側欄に記載されている；具体的な化合物は右側│
│欄に示されている）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──┬──────────────────────┬───────────┤
│番号│化学名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│ＣＡＳ番号        　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│１　│（＋／－）－１，７，７－トリメチル－３－［（│３６８６１－４７－９　│
│　　│４－メチルフェニル）メチレン］ビシクロ［２．│　　　　　　　　　　　│
│　　│２．１］ヘプタン－２－オン　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２　│１，７，７－トリメチル－３－（フェニルメチレ│１５０８７－２４－８　│
│　　│ン）ビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２－オン│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３　│（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）（４│１６４１－１７－４　　│
│　　│－メチルフェニル）メタノン　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４　│２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン　　　　　│１３１－５６－６　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５　│２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフ│１３１－５５－５　　　│
│　　│ェノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６　│２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン　│１３１－５７－７　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│７　│２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－│４０６５－４５－６　　│
│　　│５－スルホン酸　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│８　│２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ│１３１－５４－４　　　│
│　　│ベンゾフェノン　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
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├──┼──────────────────────┼───────────┤
│９　│２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフ│１３１－５３－３　　　│
│　　│ェノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│１０│α－（２－オキソボルン－３－イリデン）トルエ│５６０３９－５８－８　│
│　　│ン－４－スルホン酸及びその塩　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│１１│１－［４－（１，１－ジメチルエチル）フェニル│７０３５６－０９－１　│
│　　│］－３－（４－メトキシフェニル）プロパン－１│　　　　　　　　　　　│
│　　│，３－ジオン　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│１２│メチルＮ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－４－［（４，７│５２７９３－９７－２　│
│　　│，７－トリメチル－３－オキソビシクロ［２．２│　　　　　　　　　　　│
│　　│．１］ヘプト－２－イリデン）メチル］アニリニ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ウムスルフェート　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２２│３，３，５－トリメチル－シクロヘキシル－２－│１１８－５６－９　　　│
│　　│ヒドロキシ－ベンゾエート　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２３│イソペンチルｐ－メトキシシンナメート　　　　│７１６１７－１０－２　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２７│メンチルｏ－アミノベンゾエート　　　　　　　│１３４－０９－８　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２８│メンチルサリチレート　　　　　　　　　　　　│８９－４６－３　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│２９│２－エチルヘキシル２－シアノ－３，３－ジフェ│６１９７－３０－４　　│
│　　│ニルアクリレート　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３０│２－エチルヘキシル４－（ジメチルアミノ）ベン│２１２４５－０２－３　│
│　　│ゾエート　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３１│２－エチルヘキシル４－メトキシシンナメート　│５４６６－７７－３　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３２│２－エチルヘキシルサリチレート　　　　　　　│１１８－６０－５　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３３│安息香酸の、４’，４”－（１，３，５－トリア│８８１２２－９９－０　│
│　　│ジン－２，４，６－トリイルトリイミノ）トリス│　　　　　　　　　　　│
│　　│エステル又はトリス（２－エチルヘキシル）エス│　　　　　　　　　　　│
│　　│テル、２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ│　　　　　　　　　　　│
│　　│－２’－エチルヘキシル－１’－オキシ）－１，│　　　　　　　　　　　│
│　　│３，５－トリアジン　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３４│４－アミノ安息香酸　　　　　　　　　　　　　│１５０－１３－０　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３５│安息香酸の、４－アミノエステル又はエチルエス│１１３０１０－５２－９│
│　　│テル、オキシランとのポリマー　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│３８│２－フェニル－１Ｈ－ベンズイミダゾール－５－│２７５０３－８１－７　│
│　　│スルホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
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│３９│２－プロペンアミドＮ－［［４－［４，７，７－│１４７８９７－１２－９│
│　　│トリメチル－３－オキソビシクロ［２．２．１］│　　　　　　　　　　　│
│　　│ヘプト－２－イリデン）メチル］フェニル］メチ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ル］－ホモポリマー　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４０│トリエタノールアミンサリチレート　　　　　　│２１７４－１６－５　　│
└──┴──────────────────────┴───────────┘
【００５６】
┌─────────────────────────────────────┐
│表３．本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用され得る、適する紫外線フィルタ│
│ー物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│（紫外線吸収剤の一般的な範囲は左側欄に記載されている；具体的な化合物は右側│
│欄に示されている）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
├──┬──────────────────────┬───────────┤
│４１│３，３’－（１，４－フェニレンジメチレン）ビ│９０４５７－８２－２　│
│　　│ス［７，７－ジメチル－２－オキソビシクロ［２│　　　　　　　　　　　│
│　　│．２．１］ヘプタン－１－メタンスルホン酸］　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４２│二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　│１３４６３－６７－７　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４４│酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１３１４－１３－２　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４５│２，２’－メチレン－ビス［６－（２Ｈ－ベンゾ│１０３５９７－４５－１│
│　　│トリアゾール－２－イル）－４－（１，１，３，│　　　　　　　　　　　│
│　　│３－テトラメチルブチル）フェノール］　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４６│２，４－ビス｛［４－（２－エチルヘキシルオキ│１８７３９３－００－６│
│　　│シ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝－６－（４－│　　　　　　　　　　　│
│　　│メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４７│２，２’－ビス（１，４－フェニレン）－１Ｈ－│１８０８９８－３７－７│
│　　│ベンズイミダゾール－４，６－ジスルホン酸２ナ│　　　　　　　　　　　│
│　　│トリウム塩　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４８│４，４’－ビス［［６－［［４－［［１，１－ジ│１５４７０２－１５－５│
│　　│メチルエチル）アミノ］カルボニル］フェニル］│　　　　　　　　　　　│
│　　│アミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－ジ│　　　　　　　　　　　│
│　　│イル］ジイミノ］安息香酸ビス（２－エチルヘキ│　　　　　　　　　　　│
│　　│シル）エステル　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│４９│２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－│１５５６３３－５４－８│
│　　│４－メチル－６－［２－メチル－３－［１，３，│　　　　　　　　　　　│
│　　│３，３－テトラメチル－１－［（トリメチルシリ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ル）オキシ］ジシロキサニル］プロピル］－フェ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５０│ジメチコジエチルベンザルマロネート　　　　　│２０７５７４－７４－１│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５１│３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－│９２４８４－４８－５　│
│　　│４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル）ベ│　　　　　　　　　　　│
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│　　│ンゼンスルホン酸１ナトリウム塩　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５２│２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキシ│３０２７７６－６８－７│
│　　│ルベンゾイル］安息香酸ヘキシルエステル　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５３│Ｎ－［３－［［４－（ジメチルアミノ）ベンゾイ│１５６６７９－４１－３│
│　　│ル］アミノ］プロピル］－Ｎ，Ｎ－ジメチル－１│　　　　　　　　　　　│
│　　│－ドデカナミニウムと、４－メチルベンゼンスル│　　　　　　　　　　　│
│　　│ホン酸との塩（１：１）　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５４│Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－３－［（１－オキソ－│１７７１９０－９８－６│
│　　│３－フェニル－２－プロペニル）アミノ］－１－│　　　　　　　　　　　│
│　　│プロパナミニウムクロリド　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５５│２，２’－ビス（１，４－フェニレン）－１Ｈ－│１７０８６４－８２－１│
│　　│ベンズイミダゾール－４，６－ジスルホン酸　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５６│２，４，６－トリス（４－メトキシフェニル）－│７７５３－１２－０　　│
│　　│１，３，５－トリアジン　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５７│２，４，６－トリス［４－［（２－エチルヘキシ│２０８１１４－１４－１│
│　　│ル）オキシ］フェニル］－１，３，５－トリアジ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５８│３－［［３－［３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール│３４０９６４－１５－０│
│　　│－２－イル）－５－（１，１－ジメチルエチル）│　　　　　　　　　　　│
│　　│－４－ヒドロキシフェニル］－１－オキソプロピ│　　　　　　　　　　　│
│　　│ル］アミノ］－Ｎ，Ｎ－ジエチル－Ｎ－メチル－│　　　　　　　　　　　│
│　　│１－プロパナミニウムメチルスルフェート（塩）│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│５９│３－（１Ｈ－イミダゾール－４－イル）－２－プ│１０４－９８－３　　　│
│　　│ロペン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６０│２－ヒドロキシ－安息香酸［４－（１－メチルエ│９４１３４－９３－７　│
│　　│チル）フェニル］メチルエステル　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６１│１，２，３－プロパントリオール１－（４－アミ│１３６－４４－７　　　│
│　　│ノベンゾエート）　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６２│３，４－ジメトキシ－α－オキソ－ベンゼン酢酸│４７３２－７０－１　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６３│２－シアノ－３，３－ジフェニル－２－プロペン│５２３２－９９－５　　│
│　　│酸エチルエステル　　　　　　　　　　　　　　│　　　　　　　　　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６４│アントラニル酸ｐ－メント－３－イルエステル　│１３４－０９－８　　　│
├──┼──────────────────────┼───────────┤
│６５│２，２’－ビス（１，４－フェニレン）－１Ｈ－│３４９５８０－１２－７│
│　　│ベンズイミダゾール－４，６－ジスルホン酸１ナ│　　　　　　　　　　　│
│　　│トリウム塩又はフェニルジベンズイミダゾールテ│　　　　　　　　　　　│
│　　│トラスルホン酸２ナトリウム又はネオ－ヘリオパ│　　　　　　　　　　　│
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│　　│ン（Ｎｅｏ－Ｈｅｌｉｏｐａｎ）ＡＰ　　　　　│　　　　　　　　　　　│
└──┴──────────────────────┴───────────┘
【００５７】
　本発明の紫外線吸収剤と共に付加的に使用し得る適する紫外線フィルター物質は、全て
の紫外線Ａ及び紫外線Ｂフィルター物質である。
【００５８】
　化粧品又は医薬製剤は、例えば、クリーム、ゲル、ローション、アルコール及び水／ア
ルコール溶液、乳液、ワックス／脂肪配合物、スティック製剤、パウダー又は軟膏であっ
てよい。上記紫外線フィルターに加えて、化粧品又は医薬製剤は、下記のような別の助剤
を含んでもよい。
【００５９】
　水－及びオイル－含有乳液（例えば、Ｗ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ及びＷ／Ｏ／Ｗ乳液
又はミクロ乳液）として、製剤は、例えば、配合物の全重量に基づいて、１種又はそれよ
り多くの紫外線０．１ないし３０重量％、好ましくは０．１ないし１５重量％、そしてと
りわけ０．５ないし１０重量％；配合物の全重量に基づいて、少なくとも１種のオイル成
分１ないし６０重量％、とりわけ５ないし５０重量％、そして好ましくは１０ないし３５
重量％；配合物の全重量に基づいて、少なくとも１種の乳化剤０ないし３０重量％、とり
わけ１ないし３０重量％、そして好ましくは４ないし２０重量％；配合物の全重量に基づ
いて、水１０ないし９０重量％、とりわけ３０ないし９０重量％；及び化粧品において許
容され得る助剤０ないし８８．９重量％、とりわけ１ないし５０重量％を含む。
【００６０】
　本発明の化粧品又は医薬配合物／製剤は、下記のような１種又は１種より多くの付加的
な化合物を含んでもよい。
【００６１】
脂肪アルコール
　６個ないし１８個、好ましくは８個ないし１０個の炭素原子を有する脂肪アルコールを
ベースとし、セチルアルコール、ステアリルアルコール、セテアリルアルコール、オレイ
ルアルコール、オクチルドデカノール、炭素原子数１２ないし１５のアルコールのベンゾ
エート、アセチル化ラノリンアルコール等を含むガーベット（Ｇｕｅｒｂｅｔ）アルコー
ル。
【００６２】
脂肪酸エステル
　炭素原子数６ないし２４の直鎖状脂肪酸と炭素原子数３ないし２４の直鎖状アルコール
とのエステル、炭素原子数６ないし１３の分岐鎖状カルボン酸と炭素原子数６ないし２４
の直鎖状脂肪アルコールとのエステル、炭素原子数６ないし２４の直鎖状脂肪酸と分岐鎖
状アルコール、とりわけ２－エチルヘキサノールとのエステル、ヒドロキシカルボン酸と
炭素原子数６ないし２２の直鎖状又は分岐鎖状脂肪アルコールとのエステル、とりわけジ
オクチルマレート、直鎖状及び／又は分岐鎖状脂肪酸と多価アルコール（例えば、プロピ
レングリコール、二量体ジオール又は三量体トリオール）及び／又はガーベット（ｇｕｅ
ｒｂｅｔ）アルコールとのエステル、例えば、カプロン酸、カプリル酸、２－エチルヘキ
サン酸、カプリン酸、ラウリン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パ
ルミトレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロ
セリン酸、リノレイン酸、リノレン酸、エレオステアリン酸、アラキン酸、ガドレイン酸
、ベヘン酸及びエルカ酸及びそれらの工業グレード混合物［例えば、天然の脂肪及びオイ
ルの圧力除去により、ロウレン（Ｒｏｅｌｅｎ）のオキソ合成からのアルデヒドの還元に
より、又は不飽和脂肪酸の二量化により、得られたもの］と、アルコール、例えば、イソ
プロピルアルコール、カプロンアルコール、カプリルアルコール、２－エチルヘキシルア
ルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、イソトリデシルアルコール、ミリ
スチルアルコール、セチルアルコール、パルモレイルアルコール、ステアリルアルコール
、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリ
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ニルアルコール、リノイルアルコール、リノレニルアルコール、エレオステアリルアルコ
ール、アラキジルアルコール、ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシルア
ルコール及びブラシジルアルコール及びそれらの工業グレード混合物［例えば、脂肪及び
オイル又はロウレン（Ｒｏｅｌｅｎ）のオキソ合成からのアルデヒドをベースとする工業
グレードメチルエステルの高圧水素化により、及び不飽和脂肪アルコールの二量化におけ
るモノマーフラクションとして得られたもの］。
【００６３】
　この様なエステルオイルの例は、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテー
ト、イソプロピルステアレート、イソプロピルイソステアレート、イソプロピルオレエー
ト、ｎ－ブチルステアレート、ｎ－ヘキシルラウレート、ｎ－デシルオレエート、イソオ
クチルステアレート、イソノニルステアレート、イソノニルイソノナノエート、２－エチ
ルヘキシルパルミテート、２－ヘキシルラウレート、２－ヘキシルデシルステアレート、
２－オクチルドデシルパルミテート、オレイルオレエート、オレイルエラケート、エラシ
ルオレエート、エラシルエラケート、セテアリルオクタノエート、セチルパルミテート、
セチルステアレート、セチルオレエート、セチルベヘネート、セチルアセテート、ミリス
チルミリステート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルオレエート、ミリスチルステアレ
ート、ミリスチルパルミテート、ミリスチルラクテート、プロピレングリコールジカプリ
レート／カプレート、ステアリルへプタノエート、ジイソステアリルマレート、オクチル
ヒドロキシステアレート等である。
【００６４】
他の助剤
　ジエチルヘキシル２，６－ナフタレート、ジ－ｎ－ブチルアジペート、ジ（２－エチル
ヘキシル）アジペート、ジ（２－エチルヘキシル）スクシネート及びジイソトリデシルア
セテート、並びに更にジオールエステル、例えば、エチレングリコールジオレエート、エ
チレングリコールジイソトリデカノエート、プロピレングリコールジ（２－エチルヘキサ
ノエート）、プロピレングリコールジイソステアレート、プロピレングリコールジペラル
ゴネート、ブタンジオールジイソステアレート及びネオペンチルグリコールジカプリレー
ト。炭素原子数６ないし２４の脂肪アルコール及び／又はガーベットアルコールと、飽和
及び／又は不飽和の芳香族カルボン酸、とりわけ安息香酸とのエステル、炭素原子数２な
いし１２のジカルボン酸と、１個ないし２２個の炭素原子を有する直鎖状又は分岐鎖状ア
ルコール又は、２個ないし１０個の炭素原子を有し且つ２個ないし６個のヒドロキシル基
を有するポリオールとのエステル、或いはイミノジコハク酸及びイミノジコハク酸塩［Ｃ
ＡＳ７４０８－２０－０］又はラテックス粒子。
【００６５】
グリセリルエステル及び誘導体を含む、天然又は合成トリグリセリド
　他のアルコールとの反応により変性された、炭素原子数６ないし１８の脂肪酸に基づく
ジ－又はトリ－グリセリド（カプリル／カプリントリグリセリド、小麦胚グリセリド等）
。ポリグリセロールの脂肪酸エステル（ポリグリセリル－ｎ例えばポリグリセリル－４カ
プレート、ポリグリセリル－２イソステアレート等）又はひまし油、水素化植物油、スイ
ートアーモンド油、小麦胚油、ゴマ油、水素化綿実油、ココナッツ油、アボガド油、コー
ン油、水素化ひまし油、シアバター、ココアバター、大豆油、ミンク油、ヒマワリ油、ベ
ニバナ油、マカデミアナッツ油、オリーブ油、水素化獣脂、杏仁油、ヘーゼルナッツ油、
ルリヂサ油等。
【００６６】
　長鎖酸とアルコールとのエステルを含むワックス並びに、ワックス様の性質を有する化
合物、例えば、カルナバワックス、蜜蝋（白色又は黄色）、ラノリンワックス、カンデリ
ラ蝋、オゾケライト、木蝋、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、セレ
シン、セテアリルエステルワックス、合成蜜蝋等。更に、親水性ワックス、例えば、セテ
アリルアルコール又は部分グリセリド。
【００６７】
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真珠光沢のあるワックス
　アルキレングリコールエステル、とりわけエチレングリコールジステアレート；脂肪酸
アルカノールアミド、とりわけココ脂肪酸ジエタノールアミド；部分グリセリド、とりわ
けステアリン酸モノグリセリド；多価の、非置換又はヒドロキシ－置換されたカルボン酸
と、６個ないし２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールとのエステル、とりわけ酒石酸
の長鎖エステル；全体で少なくとも２４個の炭素原子を有する脂肪物質、例えば脂肪アル
コール、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテル及び脂肪カーボネート、とりわけラ
ウロン及びジステアリルエーテル；脂肪酸、例えばステアリン酸、ヒドロキシステアリン
酸又はベヘン酸、１２個ないし２２個の炭素原子を有するオレフィンエポキシドと、１２
個ないし２２個の炭素原子を有する脂肪アルコール及び／又は２個ないし１５個の炭素原
子及び２個ないし１０個のヒドロキシ基を有するポリオールとの開環生成物、並びにそれ
らの混合物。
【００６８】
炭化水素オイル
　鉱油（軽質及び重質）、ペトロラタム（黄色及び白色）、マイクロクリスタリンワック
ス、パラフィン及びイソパラフィン化合物、水素化イソパラフィン分子、例えばポリデセ
ン及びポリブテン、水素化ポリイソブテン、スクアラン、イソヘキサデカン、イソドデカ
ン及び植物又は動物由来の他のもの。
【００６９】
シリコーン又はシロキサン（有機置換されたポリシロキサン）
　ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、環状シリコーン、及び更に
アミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリエーテル－、エポキシ－、フッ素原子－、グリ
コシド－及び／又はアルキル－変性されたシリコーン化合物であって、室温で、液体又は
樹脂形態であり得る化合物。直鎖状ポリシロキサン、ジメチコーン［ダウコーニング２０
０フルーイド（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２００　ｆｌｕｉｄ）、ローディアミラシルＤ
Ｍ（Ｒｈｏｄｉａ　Ｍｉｒａｓｉｌ　ＤＭ）］、ジメチコノール、環状シリコーン液、シ
クロペンタシリコーン揮発性物質［ダウコーニング３４５液（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　
３４５　ｆｌｕｉｄ）］、フェニルトリメチコーン［ダウコーニング５５６フルーイド（
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５６　ｆｌｕｉｄ）］。更に適するものは、２００ないし３
００ジメチルシロキサンユニットの平均鎖長を有するジメチコーンと、水素化シリケート
との混合物であるシメチコーンである。適する揮発性シリコーンの、トッド（Ｔｏｄｄ）
らによる詳細な調査は、更に、Ｃｏｓｍ．Ｔｏｉｌ．９１，２７（１９７６）中に見出さ
れ得る。
【００７０】
フッ素化又は完全フッ素化オイル
　ペルフルオロヘキサン、ジメチルシクロヘキサン、エチルシクロヘキサン、ポリペルフ
ルオロメチルイソイソプロピルエーテル。
【００７１】
乳化剤
　どの様な慣用に使用される乳化剤も、前記配合剤のために使用され得る。乳化剤システ
ムは、例えば、カルボン酸及びその塩；ナトリウム、カリウム及びアンモニウムのアルカ
リ石鹸；カルシウム又はマグネシウムの金属石鹸；ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリ
ン酸及びオレイン酸のような有機ベースの石鹸等を含み得る。アルキルホスフェート又は
ホスホン酸エステル、酸ホスフェート、ジエタノールアミンホスフェート、カリウムセチ
ルホスフェート。エトキシル化カルボン酸又はポリエチレングリコールエステル、ＰＥＧ
－ｎアクリレート。エチレンオキシド２ないし３０モルから及び／又はプロピレンオキシ
ド０ないし５モルから１２個ないし２２個の炭素原子を有する脂肪酸及びアルキル基中に
８個ないし１５個の炭素原子を有するアルキルフェノールが分岐する、８個ないし２２個
の炭素原子を有する直鎖状の脂肪アルコール。脂肪アルコールポリグリコールエーテル、
例えば、ラウレス－ｎ、セテアレス－ｎ、ステアレス－ｎ、オレス－ｎ。脂肪酸ポリグリ
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コールエーテル、例えば、ＰＥＧ－ｎ－ステアレート、ＰＥＧ－ｎ－オレエート、ＰＥＧ
－ｎ－ココエート。モノグリセリド及びポリオールエステル。エチレンオキシド１ないし
３０モルとポリオールとの付加生成物の炭素原子数１２ないし２２の脂肪酸モノ－及びジ
－エステル。脂肪酸及びポリグリセロールエステル、例えば、グリセロールモノステアレ
ート、ジイソステアロイルポリグリセリル－３－ジイソステアレート、ポリグリセリル－
３－ジイソステアレート、トリグリセリルジイソステアレート、ポリグリセリル－２－セ
スキイソステアレート又はポリグリセリルダイマレート。多数の前記種類の物質からの化
合物の混合物も適している。脂肪酸ポリグリコールエステル、例えば、ジエチレングリコ
ールモノステアレート、脂肪酸及びポリエチレングリコールエステル、脂肪酸及びサッカ
ロースエステル、例えばスクロースエステル、グリセロール及びサッカロースエステル、
例えばスクロースグリセリド。ソルビトール及びソルビタン、６個ないし２２個の炭素原
子を有する飽和及び不飽和脂肪酸のソルビタンモノ－及びジ－エステル並びにエチレンオ
キシド付加生成物。ポリソルベート－ｎシリーズ、ソルビタンエステル、例えばセスキイ
ソステアレート、ソルビタン、ＰＥＧ－（６）－ソルビタンイソステアレート、ＰＥＧ－
（１０）－ソルビタンラウレート、ＰＥＧ－１７－ソルビタンジオレエート。グルコース
誘導体、炭素原子数８ないし２２のアルキル－モノ及びオリゴ－グリコシド並びに、好ま
しい砂糖成分としてグルコースを持つエトキシル化同族体。Ｏ／Ｗ乳化剤、例えば、メチ
ルグルセス－２０セスキステアレート、ソルビタンステアレート／スクロースココエート
、メチルグルコースセスキステアレート、セテアリルアルコール／セテアリルグルコシド
。Ｗ／Ｏ乳化剤、例えば、メチルグルコースジオレエート／メチルグルコースイソステア
レート。スルフェート及びスルホン化誘導体、ジアルキルスルホスクシネート、ジオクチ
ルスクシネート、アルキルラウリルスルホネート、直鎖状スルホン化パラフィン、スルホ
ン化テトラプロピレンスルホネート、ナトリウムラウリルスルフェート、アンモニウム及
びエタノールアミンラウリルスルフェート、ラウリルエーテルスルフェート、ナトリウム
ラウレススルフェート、スルホスクシネート、アセチルイソチオネート、アルカノールア
ミドスルフェート、タウリン、メチルタウリン、イミダゾールスルフェート。アミン誘導
体、アミン塩、エトキシル化アミン、ヘテロ環を含む鎖を持つオキシアミン、例えば、ア
ルキルイミダゾリン、ピリジン誘導体、イソキノリン、セチルピリジニウムクロリド、セ
チルピリジニウムブロミド、第四アンモニウム、例えばセチルトリメチルアンモニウムブ
ロミド（ＣＴＢＡ）、ステアリルアルコニウム。アミド誘導体、アルカノールアミド、例
えばアシルアミドＤＥＡ、エトキシル化アミド、例えばＰＥＧ－ｎアシルアミド、オキシ
ジアミド。ポリシロキサン／ポリアルキル／ポリエーテルコポリマー及び誘導体、ジメチ
コーン、コポリオール、シリコーンポリエチレンオキシドコポリマー、シリコーングリコ
ールコポリマー。プロポキシル化又はＰＯＥ－ｎエーテル［メロキサポールズ（Ｍｅｒｏ
ｘａｐｏｌｓ）］、ポラキサマー（Ｐｏｌａｘａｍｅｒ）又はポリ（オキシエチレン）ｍ
－ブロック－ポリ（オキシプロピレン）ｎ－ブロック（オキシエチレン）。分子中に少な
くとも１種の第四アンモニウム基及び少なくとも１種のカルボキシレート及び／又はスル
ホネート基を持つ両性イオン界面活性剤。とりわけ適する両性イオン性界面活性剤はベタ
イン、例えば、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニムグリシネート、ココアルキル
ジメチルアンモニムグリシネート、Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモ
ニムグリシネート、それぞれ、アルキル基又はアシル基中に８個ないし１８個の炭素原子
を有するココアシルアミノプロピルジメチルアンモニムグリシネート及び２－アルキル－
３－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチルイミダゾリン、及び更に、ココアシルアミ
ノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルグリシネート、Ｎ－アルキルベタイン、Ｎ－
アルキルアミノベタイン。アルキルイミダゾリン、アルキルペプチド、リポアミノ酸、自
己乳化ベース並びに、ケイ．エフ．デポロ（Ｋ．Ｆ．ＤｅＰｏｌｏ）、「化粧品学のショ
ートテキストブック（Ａ　ｓｈｏｒｔ　ｔｅｘｔｂｏｏｋ　ｏｆ　ｃｏｓｍｅｔｏｌｏｇ
ｙ）」、第８章、表８－７、第２５０～２５１頁、に記載された化合物。
【００７２】
　非イオン性乳化剤、例えば、ＰＥＧ－６蜜蝋（及び）ＰＥＧ－６ステアレート（及び）
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ポリグリセリル２－イソステアレート［アピファック（Ａｐｉｆａｃ）］、グリセリルス
テアレート（及び）ＰＥＧ－１００ステアレート。［アルラセル（Ａｒｌａｃｅｌ）１６
５］、ＰＥＧ－５グリセリルステアレート［アルラトン（Ａｒｌａｔｏｎｅ）９８３Ｓ］
、ソルビタンオレエート（及び）ポリグリセリル－３リシノレート［アルラセル（Ａｒｌ
ａｃｅｌ）１６８９］、ソルビタンステアレート及びスクロースココエート［アルラトン
（Ａｒｌａｔｏｎｅ）２１２１］、グリセリルステアレート及びラウレス－２３［セラシ
ンス（Ｃｅｒａｓｙｎｔｈ）９４５］、セテアリルアルコール及びセテス－２０［セトマ
クロゴールワックス（ｃｅｔｏｍａｃｒｏｇｏｌ　ｗａｘ）］、セテアリルアルコール及
びポリソルベート６０及びＰＥＧ－１５０及びステアレート－２０［ポラワックス（ｐｏ
ｌａｗａｘ）ＧＰ２００、ポラワックス（ｐｏｌａｗａｘ）ＮＦ］、セテアリルアルコー
ル及びセテアリルポリグルコシド［エマルガード（Ｅｍｕｌｇａｄｅ）ＰＬ１６１８］、
セテアリルアルコール及びセテアレス－２０［エマルガード（Ｅｍｕｌｇａｄｅ）１００
０ＮＩ、コスモワックス（Ｃｏｓｍｏｗａｘ）］、セテアリルアルコール及びＰＥＧ－４
０ひまし油［エマルガード（Ｅｍｕｌｇａｄｅ）Ｆスペシャル］、セテアリルアルコール
及びＰＥＧ－４０ひまし油及びナトリウムセテアリルスルフェート［エマルガード（Ｅｍ
ｕｌｇａｄｅ）Ｆ］、ステアリルアルコール及びステアレス－７及びステアレス－１０［
エマルゲータ（Ｅｍｕｌｇａｔｏｒ）Ｅ２１５５］、セテアリルアルコール及びステアレ
ス－７及びステアレス－１０［乳化ワックスＵ．Ｓ．Ｎ．Ｆ］、グリセリルステアレート
及びＰＥＧ－７５ステアレート［ゲロット（Ｇｅｌｏｔ）６４］、プロピレングリコール
セテス－３アセテート［ヘテスター（Ｈｅｔｅｓｔｅｒ）ＰＣＳ］、プロピレングリコー
ルイソセス－３アセテート［ヘテスター（Ｈｅｔｅｓｔｅｒ）ＰＨＡ］、セテアリルアル
コール及びセテス－１２及びオレス－１２［ランブリトールワックス（Ｌａｎｂｒｉｔｏ
ｌ　Ｗａｘ）Ｎ２１］、ＰＥＧ－６ステアレート及びＰＥＧ－３２ステアレート［テフォ
ス（Ｔｅｆｏｓｅ）１５００］、ＰＥＧ－６ステアレート及びセテス－２０及びステアレ
ス－２０［テフォス（Ｔｅｆｏｓｅ）２０００］、ＰＥＧ－６ステアレート及びセテス－
２０及びグリセリルステアレート及びステアレス－２０［テフォス（Ｔｅｆｏｓｅ）２５
６１］、グリセリルステアレート及びセテアレス－２０［テジナシッド（Ｔｅｇｉｎａｃ
ｉｄ）Ｈ．Ｃ．Ｘ］。
【００７３】
　非イオン性乳化剤、例えば、ＰＥＧ－２ステアレートＳＥ、グリセリルステアレートＳ
Ｅ［モネルジン（Ｍｏｎｅｌｇｉｎｅ）、クチナ（Ｃｕｔｉｎａ）ＫＤ］、プロピレング
リコールステアレート［テジン（Ｔｅｇｉｎ）Ｐ］、セテアリルアルコール及びナトリウ
ムセテアリルスルフェート［ラネット（Ｌａｎｅｔｔｅ）Ｎ、クチナ（Ｃｕｔｉｎａ）Ｌ
Ｅ、クロダコル（Ｃｒｏｄａｃｏｌ）ＧＰ］、セテアリルアルコール及びナトリウムラウ
リルスルフェート［ラネット（Ｌａｎｅｔｔｅ）Ｗ］、トリラネス－４ホスフェート及び
グリコールステアレート及びＰＥＧ－２ステアレート［セデフォス（Ｓｅｄｅｆｏｓ）７
５］、グリセリルステアレート及びナトリウムラウリルスルフェート［テジナシッド（Ｔ
ｅｇｉｎａｃｉｄ）スペシャル］。カチオン酸ベース、例えば、セテアリルアルコール及
びセトリモニウムブロミド。
【００７４】
　乳化剤は、配合物の全重量に基づいて、例えば、１ないし３０重量％、とりわけ４ない
し２０重量％、そして好ましくは５ないし１０重量％の量、使用され得る。
【００７５】
　Ｏ／Ｗ乳剤に製剤化されるとき、この様な乳化剤システムの好ましい量は、オイル相の
５％ないし２０％を構成し得る。
【００７６】
助剤及び添加剤
　化粧品／医薬製剤、例えば、クリーム、ゲル、ローション、アルコール性及び水性／ア
ルコール性溶液、乳液、ワックス／脂肪配合物、スティック製剤、パウダー又は軟膏は、
別の助剤及び添加剤として、低刺激性界面活性剤、過脂肪剤（ｓｕｐｅｒｆａｔｔｉｎｇ
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　ａｇｅｎｔｓ）、コンシステンシー調整剤、増粘剤、ポリマー、安定剤、生物由来の活
性成分、脱臭活性成分、ふけ防止剤（ａｎｔｉ－ｄａｎｄｒｕｆｆ　ａｇｅｎｔｓ）、フ
ィルム形成剤、膨張剤、別の紫外線保護因子、酸化防止剤、屈水性剤（ｈｙｄｒｏｔｒｏ
ｐｉｃ　ａｇｅｎｔｓ）、防腐剤、防虫剤、セルフタニング剤（ｓｅｌｆ－ｔａｎｎｉｎ
ｇ　ａｇｅｎｔｓ）、可溶化剤、芳香オイル、着色料、バクテリア抑制剤等を更に含み得
る。
【００７７】
過脂肪剤
　過脂肪剤として使用するために適する物質は、例えば、ラノリン及びレシチン、並びに
更に、ポリエトキシル化又はアクリレート化ラノリン及びレシチン誘導体、ポリオール脂
肪酸エステル、モノグリセリド及び脂肪酸アルカノールアミド（後者は同時にフォーム安
定剤として機能する）である。
【００７８】
界面活性剤
　適する低刺激性界面活性剤、即ち、皮膚によりとりわけ許容な物質、の例は、脂肪アル
コールポリグリコールエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート、モノ－及び
／又はジ－アルキルスルホスクシネート、脂肪酸イソチオネート、脂肪酸ザルコシネート
、脂肪酸タウリド、脂肪酸グルタメート、α－オレフィンスルホネート、エーテルカルボ
ン酸、アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン及び／又
はプロテイン脂肪酸縮合生成物（後者は好ましくは、小麦プロテインをベースとする）を
包含する。
【００７９】
コンシステンシー調整剤／増粘剤及びレオロジー変性剤
　二酸化珪素、珪酸マグネシウム、珪酸アルミニウム、多糖類及びその誘導体、例えば、
ヒアルロン酸、キサンタンガム、グアール－グアール、寒天、アルギネート、カラゲナン
、ゲラン、ペクチン、又は変性されたセルロース、例えば、ヒドロキシセルロース、ヒド
ロキシプロピルメチルセルロース。加えて、ポリアクリレート又は架橋されたアクリル酸
のホモポリマー、及びポリアクリルアミド、カルボマー［カルボポール（Ｃａｒｂｏｐｏ
ｌ）タイプ９８０、９８１、１３８２、ＥＴＤ２００１、ＥＴＤ２０２０、ウルトレズ（
Ｕｌｔｒｅｚ）１０］又はサルケア（Ｓａｌｃａｒｅ）レンジ、例えば、サルケアＳＣ８
０（ステアレス－１０アリルエーテル／アクリレートコポリマー）、サルケアＳＣ８１（
アクリレートコポリマー）、サルケアＳＣ９１及びサルケアＡＳＴ（アクリル酸ナトリウ
ムコポリマー／ＰＰＧ－１トリデセス－６）、セピゲル（Ｓｅｐｉｇｅｌ）３０５（ポリ
アクリルアミド／ラウレス－７）、シムルゲル（Ｓｉｍｕｌｇｅｌ）ＮＳ及びシムルゲル
ＥＧ（ヒドロキシエチルアクリレート／アクリロイルジメチルタウリン酸ナトリウムコポ
リマー）、スタビレン（Ｓｔａｂｉｌｅｎ）３０（アクリレート／ビニルイソデカノエー
トクロスポリマー）、ペムレン（Ｐｅｍｕｌｅｎ）ＴＲ－１（アクリレート／炭素原子数
１０ないし３０のアルキルアクリレートクロスポリマー）、ルヴィゲル（Ｌｕｖｉｇｅｌ
）ＥＭ（アクリル酸ナトリウムコポリマー）、アクリン（Ａｃｕｌｙｎ）２８（アクリレ
ート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマー）等。
【００８０】
ポリマー
　適するカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体、例えば、名称「
ポリマーＪＲ４００」の下にアマーコル（Ａｍｅｒｃｈｏｌ）社から入手可能な第四級化
されたヒドロキシメチルセルロース、カチオン性澱粉、ジアリルアンモニウム塩とアクリ
ルアミドとのコポリマー、第四級化されたビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマ
ー、例えば、ルヴィクアット（Ｌｕｖｉｑｕａｔ）（登録商標）（ＢＡＳＦ社製）、ポリ
グリコールとアミンとの縮合生成物、第四級化されたコラーゲンポリペプチド、例えば、
ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン［ラメクアット（Ｌａｍｅｑ
ｕａｔ）（登録商標）Ｌ／グリューナウ（Ｇｒｕｅｎａｕ）社製］、第四級化された小麦
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ポリペプチド、ポリエチレンイミン、カチオン性シリコーンポリマー、例えば、アミドメ
チコーン、アジピン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンとのコ
ポリマー［カータレチン（Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎ）／サンズ（Ｓａｎｄｏｚ）社］、アク
リル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロリドとのコポリマー［メルクアット（Ｍｅｒ
ｑｕａｔ）５５０／ケムヴィロン（Ｃｈｅｍｖｉｒｏｎ）社］、例えば、フランス国、特
許出願公開第２２５２８４０号明細書に記載されたポリアミノポリアミド、及びその架橋
された水溶性ポリマー、カチオン性キチン誘導体、例えば、所望により、マイクロクリス
タルとして分散された、第四級化されたキトサン；ジハロアルキル、例えばジブロモブタ
ンと、ビスジアルキルアミン、例えばビスジメチルアミノ－１，３－プロパンとの縮合生
成物、カチオン性グアールガム、例えば、セラネス（Ｃｅｋａｎｅｓｅ）社製のジャガー
ル（Ｊａｇｕａｒ）Ｃ－１７、ジャガールＣ－１６；第四級化されたアンモニウム塩ポリ
マー、例えば、ミラノール（Ｍｉｒａｎｏｌ）社製のミラポール（Ｍｉｒａｐｏｌ）Ａ－
１５、ミラポールＡＤ－１、ミラポールＡＺ－１。アニオン性、両性イオン性、両性及び
非イオン性ポリマーとしては、例えば、酢酸ビニル／クロトン酸コポリマー、ビニルピロ
リドン／酢酸ビニルコポリマー、酢酸ビニル／ブチルマレエート／イソボルニルアクリレ
ートコポリマー、メチルビニルエーテル／無水マレイン酸コポリマー及びそのエステル、
非架橋性ポリアクリル酸及びポリオールで架橋されたポリアクリル酸、アクリルアミドプ
ロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリレートコポリマー、オクチルアクリルア
ミド／メチルメタクリレート－第三ブチル－アミノエチルメタクリレート／２－ヒドロキ
シプロピルメタクリレートコポリマー、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸
ビニルコポリマー、ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメタクリレート／ビニルカ
プロラクタムターポリマー及び更に、所望により派生されたセルロースエーテル及びシリ
コーンが考慮される。更に、欧州特許第１０９３７９６号明細書（第３～８頁、第１７～
６８段落）に記載されたポリマーを使用し得る。
【００８１】
生物由来の活性成分
　生物由来の活性成分は、例えば、トコフェロール、トコフェロールアセテート、トコフ
ェロールパルミテート、アスコルビン酸、デオキシリボ核酸、レチノール、ビサボロール
、アラントイン、フィタントリオール、パンテノール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、
プソイドセラミド、エッセンシャルオイル、植物抽出物及びビタミン複合体を意味するも
のと理解される。
【００８２】
脱臭活性成分
　脱臭活性成分として、例えば、制汗剤、例えばアルミニウムクロロハイドレート［Ｊ．
Ｓｏｃ．Ｃｏｓｍ．Ｃｈｅｍ．２４、２８１（１９７３）参照］が考慮される。ドイツ連
邦共和国、フランクフルトのヘキスト社（ＨｏｅｃｈｓｔＡＧ）の登録商標ロクロン（Ｌ
ｏｃｒｏｎ）の下に、例えば、式Ａｌ2 （ＯＨ）5 Ｃｌ・２．５Ｈ2 Ｏに対応するアルミ
ニウムクロロハイドレートの市販品が入手可能であり、その使用がとりわけ好ましい［Ｊ
．Ｐｈａｒｍ．Ｐｈａｒｍａｃｏｌ．２６、５３１（１９７５）参照］。前記クロロハイ
ドレート以外に、アルミニウムヒドロキシアセテート及び酸性アルミニウム／ジルコニウ
ム塩を使用することも可能である。別の脱臭活性成分として、エステラーゼ阻害剤を添加
してもよい。この様な阻害剤は好ましくはトリアルキルシトレート、例えば、トリメチル
シトレート、トリプロピルシトレート、トリイソプロピルシトレート、トリブチルシトレ
ート及び、とりわけトリエチルシトレート［ヘンケル（Ｈｅｎｋｅｌ）社製のヒダゲン（
Ｈｙｄａｇｅｎ）ＣＡＴ］であり、これらは酵素活性を阻害し、従って、臭気の生成を減
少させる。エステラーゼ阻害剤として考慮する別の物質は、ステロールスルフェート又は
ホスフェート、例えば、ラノステロール、コレステロール、カンペステロール、スチグマ
ステロール及びシトステロールスルフェート又はホスフェート；ジカルボン酸及びそのエ
ステル、例えば、グルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸ジエチルエス
テル、アジピン酸、アジピンモノエチルエステル酸、アジピンジエチルエステル酸、マロ
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ン酸及びマロン酸ジエチルエステル並びにヒドロキシカルボン酸及びそのエステル、例え
ば、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸又は酒石酸ジエチルエステルである。ジャームフロラ（
ｇｅｒｍ　ｆｌｏｒａ）に影響を及ぼし、そして汗分解性バクテリアを殺すか又はその成
長を阻害する抗バクテリア活性成分が同様に、前記製剤中に（とりわけ、スティック製剤
中に）存在し得る。その例は、キトサン、フェノキシエタノール及びクロルヘキシジング
ルコネートを包含する。５－クロロ－２－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェノール［
チバスペシャルティケミカルズ社（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
　Ｉｎｃ．）製のトリクロサン（Ｔｒｉｃｌｏｓａｎ）、イルガサン（Ｉｒｇａｓａｎ）
］がとりわけ有効であることも証明された。
【００８３】
ふけ防止剤
　ふけ防止剤として、例えば、クライムバゾール、オクトピロックス及び亜鉛ピリチオン
が使用され得る。
【００８４】
フィルム形成剤
　慣用のフィルム形成剤は、例えば、キトサン、微結晶性キトサン、第四級化されたキト
サン、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸を
高比率で含む第四級セルロース誘導体のポリマー、コラーゲン、ヒアルロン酸及びその塩
並びに同様の化合物を包含する。
【００８５】
酸化防止剤
　第一光保護物質に加えて、紫外線が皮膚又は髪を貫通するとき誘発される光化学反応鎖
を中断する種類の酸化防止剤からなる第二光保護物質を使用することも可能である。この
様な酸化防止剤の典型例は、アミノ酸（例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリ
プトファン）及びその誘導体、イミダゾール（例えば、ウロカニン酸）及びその誘導体、
ペプチド、例えばＤ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシン及びその誘導体
（例えば、アンセリン）、カロチノイド、カロテン、リコペン及びその誘導体、クロロゲ
ン酸及びその誘導体、リポ酸及びその誘導体（例えば、ジヒドロリポ酸）、アウロチオグ
リコース、プロピルチオウラシル並びに他のチオール（例えば、チオレドキシン、グルタ
チオン、システイン、シスチン、シスタミン並びにそのグリコシル、Ｎ－アセチル、メチ
ル、エチル、プロピル、アミル、ブチル、ラウリル、パルミトイル、オレイル、リノレイ
ル、コレステリル及びグリセリルエステル）及び更にその塩、ジラウリルチオジプロピオ
ネート、ジステアリルチオジプロピオネート、チオジプロピオン酸及びその誘導体（エス
テル、エーテル、ペプチド、リピド、ヌクレオチド、ヌクレシチド及び塩）及び更にスル
ホキシミン化合物（例えば、ブチオニンスルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン
、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－、ヘプタ－チオニンスルホキシミン）、更に
（金属）キレート剤（例えば、ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフ
ェリン）、ヒドロキシ酸（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミン酸、胆汁酸、胆
汁抽出物、ビリルビン、ビリベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＤＤＳ、ＥＧＴＡ及びその誘導体、
不飽和脂肪酸及びその誘導体（例えば、リノレン酸、リノール酸、オレイン酸）、葉酸及
びその誘導体、ユビキノン及びユビキノール及びその誘導体、ビタミンＣ及び誘導体（例
えば、アスコルビルパルミテート、マグネシウムアスコルビルホスフェート、アスコルビ
ルアセテート）、トコフェロール及び誘導体（例えば、ビタミンＥアセテート）、ビタミ
ンＡ及び誘導体（例えば、ビタミンＡパルミテート）及び更にベンゾイン樹脂のコニフェ
リルベンゾエート、ルチン酸及びその誘導体、グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリ
リデングルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソ
ール、ノルジヒドロガイアレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸及びその誘導
体、マンノース及びその誘導体、スーパーオキシドジスムターゼ、Ｎ－［３－（３，５－
ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニル］スルファニル酸（及びその塩、
例えば、２ナトリウム塩）、亜鉛及びその誘導体（例えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ4 ）、セレ
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ン及びその誘導体（例えば、セレンメチオニン）、スチルベン及びその誘導体（例えば、
スチルベンオキシド、トランス－スチルベンオキシド）並びに、前述の活性成分の本発明
の適する誘導体（塩、エステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチド
及びリピド）。ＨＳＬＳ（＝”立体障害アミン光安定剤”）化合物も挙げ得る。別の合成
及び天然の酸化防止剤は、例えば、国際特許出願公開第００２５７３１号パンフレット：
構造１～３（第２頁）、構造４（第６頁）、構造５及び６（第７頁）並びに化合物７～３
３（第８～１４頁）、に記載されている。
【００８６】
　存在する酸化防止剤の量は通常、式（１）で表わされる紫外線吸収剤の重量に基づいて
、０．００１～３０重量％、好ましくは０．０１～３重量％である。
【００８７】
屈水性剤
　流れ挙動を改善するために、屈水性剤、例えば、少数の炭素原子を持つエトキシル化又
は非エトキシル化モノ－アルコール、ジオール又はポリオール又はそれらのエーテル（例
えば、エタノール、イソプロパノール、１，２－ジプロパンジオール、プロピレングリコ
ール、グリセロール、エチレングリコール、エチレングリコールモノエチルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、プロピルグリコールモノメチルエーテル、プロピ
ルグリコールモノエチルエーテル、プロピルグリコールモノブチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノブチルエーテル及び同様の生成物）を用いることも可能である。前記目的
のために考慮されるポリオールは、好ましくは２個ないし１５個の炭素原子及び少なくと
も二つのヒドロキシ基を有する。前記ポリオールは更に官能基、とりわけアミノ基も含み
得、及び／又は窒素原子で変性され得る。典型例は以下のものである：グルセロール、ア
ルキレングリコール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレング
リコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、及び更に、１００ないし１００
０ダルトンの平均分子量を有するポリエチレングリコール；１．５ないし１０の固有縮合
度を有する工業グレードのオリゴグリセロール混合物、例えばジグリセロール含有率４０
ないし５０重量％を有する工業グレードのジグリセロール混合物；メチロール化合物、例
えば、とりわけ、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、トリメチロールブタ
ン、ペンタエリトリトール及びジペンタエリトリトール；低級アルキルグルコシド、とり
わけアルキル基中に１個ないし８個の炭素原子を有するもの、例えば、メチル及びブチル
グルコシド；５個ないし１２個の炭素原子を有する糖アルコール、例えば、ソルビトール
又はマンニトール；５個ないし１２個の炭素原子を有する糖、例えば、グルコース又はサ
ッカロース；アミノ糖、例えばグルカミン；ジアルコールジアミン、例えば、ジエタノー
ルアミン又は２－アミノ－１，３－プロパンジオール。
【００８８】
防腐剤及びバクテリア抑制剤
　適する防腐剤は、例えば、メチル、エチル、プロピル及びブチルパラベン、ベンザルコ
ニウムクロリド、２－ブロモ－２－ニトロ－プロパン－１，３－ジオール、デヒドロ酢酸
、ジアゾリジニル尿素、２－ジクロロ－ベンジルアルコール、ＤＭＤＡヒダントイン、ホ
ルムアルデヒド溶液、メチルジブロモグルタニトリル、フェノキシエタノール、ナトリウ
ムヒドロキシメチルグリシネート、イミダゾリジニル尿素、トリクロサン及び更に、下記
文献：ケイ．エフ．デポロ（Ｋ．Ｆ．ＤｅＰｏｌｏ）、「化粧品学のショートテキストブ
ック（Ａ　ｓｈｏｒｔ　ｔｅｘｔｂｏｏｋ　ｏｆ　ｃｏｓｍｅｔｏｌｏｇｙ）」、第７章
、表７－２、７－３、７－４及び７－５、第２１０～２１９頁、に記載された種類の物質
を包含する。
【００８９】
バクテリア抑制剤
　バクテリア抑制剤の典型例は、グラム陽性菌に対して特別な作用を有する防腐剤、例え
ば、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル、クロルヘキシジ
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ン（１，６－ジ（４－クロロフェニル－ビグアニド）ヘキサン）又はＴＣＣ（３，４，４
’－トリクロロカルバニリド）である。多数の芳香族物質及びエーテル様オイルも抗菌性
を有している。典型例は、クローブオイル中の、ミントオイル中の、そしてタイムオイル
中の活性成分オイゲノール、メントール及びチモールである。興味深い天然脱臭剤は、テ
ルペンアルコールのファルネソール（３，７，１１－トリメチル２，６，１０－ドデカト
リエン－１－オール）であり、これは、ライムブロッサムオイル中に存在する。グリセロ
ールモノラウレートは静菌剤であることも証明された。存在する付加的なバクテリア抑制
剤の量は通常、製剤の固形分含有率に基づいて、０．１ないし２重量％である。
【００９０】
芳香オイル
　天然及び／又は合成芳香物質の混合物を、芳香オイルとして挙げ得る。天然芳香物質は
、例えば、花（ユリ、ラベンダー、バラ、ジャスミン、ネロリ、イラン－イラン）からの
、茎及び葉（ゼラニウム、パチョリ、プチグレイン）からの、果実（アニス、コリアンダ
ー、フェンネル、杜松）からの、果実の皮（ベルガモット、レモン、オレンジ）からの、
根（ニクズク、アンゲリカ、セロリ、カルダモン、フクジンソウ、アイリス、菖蒲）から
の、木（松、白檀、ユソウボク、シーダー、紫檀）からの、ハーブ及びグラス（タラゴン
、レモングラス、セージ、タイム）からの、針葉及び小枝（トウヒ、マツ、スコットラン
ドマツ、モンタナマツ）からの、樹脂及びバルサム（ガルバナム、エレミ、ベンゾイン、
マー、オリバナム、オポパナックス）からの、抽出物である。動物原料、例えば、シベッ
ト及びカストリウム、も考慮される。典型的な合成芳香物質は、例えば、エステル、エー
テル、アルデヒド、ケトン、アルコール又は炭化水素タイプの生成物である。エステルタ
イプの芳香物質は、例えば、ベンジルアセテート、フェノキシエチルイソブチレート、ｐ
－第三ブチル－シクロヘキシルアセテート、リナリルアセテート、ジメチルベンジルカル
ビニルアセテート、フェニルエチルアセテート、リナリルベンゾエート、ベンジルホルメ
ート、エチルメチルフェニルグリシネート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、スチ
ラリルプロピオネート及びベンジルサリチレートである。前記エーテルは、例えば、ベン
ジルエチルエーテルを包含する；前記アルデヒドは、例えば、８個ないし１８個の炭化水
素原子を有する直鎖状アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキシ
アセトアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアール及び
ブルジョナールを包含する；前記ケトンは、例えば、イオノン、イソメチルイオノン及び
メチルセドリルケトンを包含する；前記アルコールは、例えば、アネトール、シトロネロ
ール、オイゲノール、イソオイゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルア
ルコール及びテルピノールを包含する；そして、前記炭化水素は、主にテルペン及びバル
サムを包含する。しかしながら、一緒になって魅力的な香りを生じさせる種々の芳香物質
の混合物を使用することが好ましい。アロマ成分として主に使用される比較的揮発性が低
いエーテル様オイル、例えば、セージオイル、カモミールオイル、クローブオイル、ミリ
ッサオイル、シナモン葉オイル、ライム花オイル、杜松ベリーオイル、ベチベルオイル、
オリバナムオイル、ガルバナムオイル、ラブダナムオイル及びラバンジンオイル、も芳香
オイルとして適する。ベルガモットオイル、ジヒドロミルセノール、リリアル、リラル、
シトロネロール、フェニルエチルアルコール、ヘキシルシンナムアルデヒド、ゲラニオー
ル、ベンジルアセトン、シクラメンアルデヒド、リナロール、ボイサムブレンフォルテ、
アムブロキサン、インドール、ヘジオン、サンデライス、レモンオイル、タンジェリンオ
イル、オレンジオイル、アリルアミルグリコレート、シクロバータル、ラバンジンオイル
、ムスカテルセージオイル、ダマスコーン、バーボンゼラニウムオイル、シクロヘキシル
サリチレート、ベルトフィックスクール、イソ－イー－スーパー（ｉｓｏ－Ｅ－Ｓｕｐｅ
ｒ）、フィクソライド（Ｆｉｘｏｌｉｄｅ）ＮＰ、エバーニル、イラルデインガンマ、フ
ェニル酢酸、ゲラニルアセテート、ベンジルアセテート、ローズオキシド、ロミラット、
イロチル及びフロラマートを単独で又は、互いに混合して使用するのが好ましい。
【００９１】
着色料



(45) JP 4154719 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

　例えば、ヴァインハイムの化学出版社、ファルブシュトッフコミッション　デア　ドイ
ッチェン　フォルシュングスゲマインシャフト（Ｆａｒｂｓｔｏｆｆｋｏｍｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ｄｅｒ　Ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｆｏｒｓｃｈｕｎｇｓｇｅｍｅｉｎｓｃｈａｆｔ）の
１９８４年の刊行物”化粧品の着色物質（Ｋｏｓｍｅｔｉｓｃｈｅ　Ｆａｅｒｂｅｍｉｔ
ｔｅｌ）”、第８１～１０６頁に編集されたような、化粧品の目的のために適し且つ許容
された物質が、着色料として使用され得る。着色料は通常、全混合物に基づいて、０．０
０１ないし０．１重量％の濃度で使用される。
【００９２】
他の助剤
　更に、化粧品製剤は、助剤として、消泡剤、例えばシリコーン；構成剤、例えばマレイ
ン酸；可溶化剤、例えばエチレングリコール、プロピレングリコール、グリセロール又は
ジエチレングリコール；乳白剤、例えばラテックス、スチレン／ＰＶＰ又はスチレン／ア
クリルアミドコポリマー；錯化剤、例えばＥＤＴＡ、ＮＴＡ、アラニン二酢酸又はホスホ
ン酸；加圧ガス、例えばプロパン／ブタン混合物、Ｎ2 Ｏ、ジメチルエーテル、ＣＯ2 、
Ｎ2 又は空気；酸化染料前駆体としての、いわゆるカップラー成分及び顕色剤成分；還元
剤、例えばチオグリコール酸及びその誘導体、チオ乳酸、システアミン、チオリンゴ酸又
はメルカプトエタンスルホン酸；或いは酸化剤、例えば過酸化水素、臭素酸カリウム又は
臭素酸ナトリウムを含むことも可能である。
　適する防虫剤は、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｍ－トルアミド、１，２－ペンタンジオ
ール又は防虫剤３５３５；適するセルフタニング剤は、例えばジヒドロキシアセトン及び
／又はエリスルロース、或いは、国際特許出願公開第０１／８５１２４号パンフレットに
記載されたジヒドロキシアセトン及び／又はジヒドロキシアセトン前駆体及び／又はエリ
スルロース。
【００９３】
ＳＰＦ増強剤としてのポリマー状ビーズ又は中空球
　上記紫外線吸収剤と、及び上記紫外線吸収剤の組み合わせと、ＳＰＦ増強剤、例えばス
チレン／アクリレートコポリマー、シリカビーズ、球状マグネシウムシリケート、架橋さ
れたポリメチルメタクリレート［ＰＭＭＡ；ミコパールＭ３０５セピック（Ｍｉｃｏｐｅ
ａｒｌＭ３０５Ｓｅｐｐｉｃ）のような非活性成分との組み合わせは、日焼け製品の紫外
線保護を極大化し得る。中空球添加物［シリカシェルズコボ．（Ｓｉｌｉｃａ　Ｓｈｅｌ
ｌｓ　Ｋｏｂｏ．）社製のサンスフィアーズＩＳＰ（ＳｕｎｓｐｈｅｒｅｓＩＳＰ）（登
録商標）］は輻射線を偏向させ、従って、光子の有効路程は増加する（欧州特許第０８９
３１１９号明細書を参照）。前述の幾つかのビーズは、塗る時の柔らかな手触り（ｓｏｆ
ｔ　ｆｅｅｌ）を与える。更に、この様なビーズ、例えばミコパールＭ３０５の光学活性
は、反射現象を除去することにより、皮膚の艶（ｓｋｉｎ－ｓｈｉｎｅ）を調節し得、そ
して紫外線を間接的に散乱させ得る。
【００９４】
化粧品及び医薬製剤
　化粧品及び医薬製剤は、広範な化粧品製剤中に含まれている。例えば、とりわけ、下記
の製剤が考慮される：
－スキンケア製剤、例えば、タブレット形態又は液体石鹸、合成洗剤又はウォシングペー
ストの形態の皮膚－ウォシング及びクレンジング製剤；
－バス製剤、例えば、液体（フォームバス、ミルク、シャワー製剤）又は固形バス製剤、
例えば、バスキューブ及びバスソルト；
－スキンケア製剤、例えば、スキン乳液、マルチ乳剤又はスキンオイル；
－化粧品パーソナルケア製剤、例えば、日中用クリームの形態の顔メイクアップ又はパウ
ダークリーム、フェイスパウダー（ルーズ又はプレスト）、ルージュ又はクリームメイク
アップ、アイ－ケア製剤、例えば、アイシャドー製剤、マスカラ、アイライナー、アイク
リーム又はアイ－フィックスクリーム；リップ－ケア製剤、例えば、リップスティック、
リップグロス、リップコンターペンシル、ネイル－ケア製剤、例えば、マニキュア、マニ
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キュア除去液、ネイルハードナー又はキューティクル除去液；
－フットケア製剤、例えば、フットバス、フットパウダー、フットクリーム又はフットバ
ルサム、スペシャルデオドラント及び発汗抑制剤又はタコ除去製剤；
－光保護製剤、例えば、サンミルク、ローション、クリーム又はオイル、サンブロック又
はトロピカル、プレタニング製剤又はアフターサン製剤；
－スキンタニング製剤、例えば、セルフタニングクリーム；
－脱色製剤、例えば、皮膚漂白用製剤又は皮膚増白製剤；
－防虫剤、例えば、防虫オイル、ローション、スプレー又はスティック；
－脱臭剤、例えば、脱臭スプレー、ポンプアクションスプレー、脱臭ゲル、スティック又
はロール－オン；
－発汗抑制剤、例えば、発汗抑制スティック、クリーム又はロール－オン；
－傷ついた皮膚をクレンジングするため又はケアするための製剤、例えば、合成洗剤（固
体又は液体）、ピーリング又はスクラッブ製剤又はピーリングマスク；
－化学的形態の脱毛製剤（除毛）、例えば、脱毛パウダー、液体脱毛製剤、クリーム－又
ーペースト－形態の脱毛製剤、ゲル形態又はエアゾールフォームの脱毛製剤；
－シェービング製剤、例えば、シェービング石鹸、フォーミングシェービングクリーム、
非発泡シェービングクリーム、フォーム及びゲル、ドライシェービングのためのプレシェ
ーブ製剤、アフターシェーブ又はアフターシェーブローション；
－芳香製剤、例えば、芳香剤（オーデコロン、オードトワレ、オードパルファム、パルフ
ァムドトワレ、パヒューム）、パヒュームオイル又はパヒュームクリーム；
－化粧品ヘアトリートメント製剤、例えば、シャンプー又はコンディショナーの形態の洗
髪製剤、ヘア－ケア製剤、例えば、プレトリートメント製剤、ヘアトニック、スタイリン
グクリーム、スタイリングゲル、ポマード、ヘアリンス、トリートメントパック、インテ
ンシブヘアトリートメント、ヘア構成製剤、例えば、パーマネントウェーブ（ホットウェ
ーブ、マイルドウェーブ、コールドウェーブ）のためのヘアウェービング製剤、ヘアスト
レートニング製剤、液体ヘアセッティング製剤、ヘアフォーム、ヘアスプレー、漂白製剤
、例えば、過酸化水素溶液、増白シャンプー、ブリーチングクリーム、ブリーチングパウ
ダー、ブリーチングペースト又はオイル、随時の、半－恒久的な又は恒久的な染髪剤、自
動酸化染料を含む製剤、又は天然染髪剤、例えば、ヘナ又はカモミール。
【００９５】
プレゼンテーションフォーム
　記載された最終的な製剤は、広範な製剤形態、例えば：
－Ｗ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ、Ｗ／Ｏ／Ｗ又はＰＩＴ乳液及び全ての種類のミクロ乳液
として液体製剤の形態で、
－ゲルの形態で、
－オイル、クリーム、ミルク又はローションの形態で、
－パウダー、ラッカー、タブレット又はメイクアップの形態で、
－スティックの形態で、
－スプレー（加圧ガスを伴うスプレー又はポンプ作用スプレー）又はエアゾールの形態で
、
－フォームの形態で、或いは
－ペーストの形態で、
存在し得る。
【００９６】
　皮膚のための化粧品製剤としてとりわけ重要なものは、光保護製剤、例えば、サンミル
ク、ローション、クリーム、オイル、サンブロック又はトロピカル、プレタニング製剤又
はアフターサン製剤、更に、スキンタニング製剤、例えば、セルフタニングクリームであ
る。とりわけ興味のあるものは、日焼け防止クリーム、日焼け防止ローション、日焼け防
止ミルク、及び、スプレーの形態の日焼け防止製剤である。
【００９７】
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　髪のための化粧品製剤としてとりわけ重要なものは、ヘアトリートメントのための上述
の製剤、とりわけ、シャンプーの形態の染髪製剤、ヘアコンディショナー、ヘア－ケア製
剤、例えば、プレトリートメント製剤、ヘアトニック、スタイリングクリーム、スタイリ
ングゲル、ポマード、ヘアリンス、トリートメントパック、インテンシブヘアトリートメ
ント、ヘアストレートニング製剤、液体ヘアセッティング製剤、ヘアフォーム及びヘアス
プレーである。とりわけ興味のあるものは、シャンプーの形態の染髪製剤である。
【００９８】
　シャンプーは、例えば、下記の組成を有する：本発明の紫外線吸収剤０．０１ないし５
重量％、ナトリウムラウレス－２－スルフェート１２重量％、コカミドプロピルベタイン
４．０重量％、塩化ナトリウム３．０重量％、及び１００％までの水。
【００９９】
　例えば、とりわけ、下記のヘア－化粧品製剤が使用され得る：
ａ1 ）本発明の紫外線吸収剤、ＰＥＧ－６－炭素原子数１０のオキソアルコール及びソル
ビタンセスキオレエートを含み、これに、水及び何らかの望ましい第四級アンモニウム化
、例えば、ミンカミドプロピルジメチル－２－ヒドロキシエチルアンモニウムクロリド又
はクォーターニウム（Ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ）８０、４％が添加されている、自発的に乳
化するストック製剤；
ａ2 ）本発明の紫外線吸収剤、トリブチルシトレート及びＰＥＧ－２０－ソルビタンモノ
オレエートを含み、これに、水及び何らかの望ましい第四級アンモニウム化、例えば、ミ
ンカミドプロピルジメチル－２－ヒドロキシエチルアンモニウムクロリド又はクォーター
ニウム（Ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ）８０、４％が添加されている、自発的に乳化するストッ
ク製剤；
ｂ）ブチルトリグリコール及びトリブチルシトレート中の、本発明の紫外線吸収剤の
クワットドープされた（ｑｕａｔ－ｄｏｐｅｄ）溶液；
ｃ）本発明の紫外線吸収剤と、ｎ－アルキルピロリドンとの混合物又は溶液。
【０１００】
　この様な製剤中の他の典型的な成分は、防腐剤、殺菌剤及び静菌剤、芳香剤、染料、顔
料、増粘剤、モイスチャライジング剤、湿潤剤、脂肪、オイル、ワックス或いは、化粧品
及びパーソナルケア製剤の他の典型的な成分、例えば、アルコール、多価アルコール、ポ
リマー、電解質、有機溶剤、シリコン誘導体、皮膚軟化剤、乳化剤又は乳化界面活性剤、
界面活性剤、分散剤、酸化防止剤、抗刺激剤及び抗炎症剤等である。
【０１０１】
化粧品及び医薬製剤の例（Ｘ＝好ましい組み合わせ）
Ｏ／Ｗシステム
┌─────────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│セチルリン酸カリウム　２％～５％　　　　　│×│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│セテアリルアルコール／ジセチルホスフェート│　│×│　│　│　│　│　│　│
│／セテス－１０ホスフェート　２％～６％　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ステアリルフタルアミド酸ナトリウム　１％～│　│　│×│　│　│　│　│　│
│２％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│セテアリルアルコール／ベヘントリモニウムメ│　│　│　│×│　│　│　│　│
│トスルホン酸　１％～５％　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
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│クォーターニウム－３２　１％～５％　　　　│　│　│　│　│×│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ジメチコーンコポリオール／カプリル酸／カプ│　│　│　│　│　│×│　│　│
│リン酸トリグリセリド　１％～４％　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ステアレス－２／ステアレス－２１　２％～５│　│　│　│　│　│　│×│　│
│％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリルメチルグルコースジステアレー│　│　│　│　│　│　│　│×│
│ト　１％～４％　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│親油性の皮膚軟化用／分散剤オイル　１５％～│×│×│×│×│×│×│×│×│
│２０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪アルコール及び／又はワックス　１％～５│×│×│×│×│×│×│×│×│
│％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤（水－膨張性増粘剤）　０．５％～１．│×│×│×│×│×│×│×│×│
│５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．５％～１％　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡのようなもの）　０％～│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０．２％　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２％　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．４％　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０２】
Ｗ／Ｏシステム
┌───────────────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリル－２ジポリヒドロキシステアレート　２％～│×│×│×│×│×│
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│４％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－３０ジポリヒドロキシステアレート　２％～４％　│　│×│　│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│菜種油ソルビトールエステル　１％～５％　　　　　　　　│　│　│×│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－４５／ドデシルグリコールコポリマー  １％～５％│　│　│　│×│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ソルビタンオレエート／ポリセロール－３リシノレート　１│　│　│　│　│×│
│％～５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│親油性の皮膚軟化用／分散剤オイル　１０％～２０％　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪アルコール及び／又はワックス　１０％～１５％　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│電解質（塩化ナトリウム、硫酸マグネシウム）　０．５％～│×│×│×│×│×│
│１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリオール相（プロピレングリコール、グリセロール）　１│×│×│×│×│×│
│％～８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．３％～０．８％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．４％　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡのようなもの）　０％～０．２％　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２％　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　│×│×│×│×│×│
├───────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　│×│×│×│×│×│
└───────────────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０３】
Ｗ／シリコーンシステム
┌─────────────────────────────┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤　
│乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│ジメチコーンコポリオール／シクロメチコーン　５％～１０％　│×│　│×│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│ラウリルメチコーンコポリオール　５％～１０％　　　　　　　│　│×│　│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーン相　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│シクロペンタシロキサン　１５％～２５％　　　　　　　　　　│×│　│　│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
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│ジメチコーン　１５％～２５％　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│×│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーンエラストマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│ジメチコーン／ビニルジメチコーンクロスポリマー　１％～１０│×│×│×│×│
│％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│湿潤剤／ポリオール（プロピレングリコール、グリセロール等）│×│×│×│×│
│　２％～８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡのようなもの）　０％～０．２％　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２％　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．３％～０．８％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．４％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　│×│×│×│×│
└─────────────────────────────┴─┴─┴─┴─┘
【０１０４】
複合乳化剤
┌─────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│９│10│11│12│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│第一乳化剤Ｗ１／Ｏ　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－３０ジポリヒドロキ│×│　│　│　│　│　│　│　│　│×│　│×│
│システアレート　２％～６％│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│セチルジメチコーンコポリオ│　│×│　│　│　│　│　│　│×│　│　│　│
│ール　１％～３％　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－３０ジポリヒドロキ│　│　│×│　│　│　│　│×│　│　│　│　│
│システアレート／ステアレス│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│－２／ステアレス－２１　４│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│％～６％　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリル－２ジポリヒ│　│　│　│×│　│　│×│　│　│　│　│　│
│ドロキシステアレート　１％│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│～３％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
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│ポリグリセリル－６リシノレ│　│　│　│　│×│×│　│　│　│　│×│　│
│ート　１％～３％　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　１５％～３０％　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪酸エステル　　　　　　│×│×│×│×│×│　│　│　│　│　│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│天然及び合成トリグリセリド│　│　│　│　│　│×│×│×│×│×│×│×│
│　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│炭化水素オイル　　　　　　│×│×│×│×│×│　│　│　│　│　│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーンオイル　　　　　│　│　│　│　│　│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．３％～０．８％│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│％となる量　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│イオン性一官能性Ｏ／Ｗ乳化│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│剤　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ソルビタンステアレート／ス│×│　│　│　│　│　│　│×│　│　│　│×│
│クロースココエート　３％～│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│７％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│スクロースラウレート　３％│　│×│　│　│　│　│×│　│　│　│×│　│
│～７％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポロキサマー４０７　３％～│　│　│×│　│　│×│　│　│×│　│　│　│
│７％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリオキシエチレン（２０）│　│　│　│×│×│　│　│　│　│×│　│　│
│ソルベートモノレート　３％│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│～５％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│第一乳化剤Ｗ１／Ｏ　５０％│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤（水－膨張性ポリマー│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│）　０．３％～１％　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│％となる量　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│４％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│１％～２０％　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
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│表１～３に記載された紫外線│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│吸収剤　０％～３０％　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０５】
Ｏ１／Ｗ／Ｏ２乳化剤
┌─────────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│第一乳化剤Ｗ１／Ｏ　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－６０水素化ひまし油　２５％　　　　│×│　│　│×│×│　│　│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ステアレス－２５　２５％　　　　　　　　　│　│×│×│　│　│×│×│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　７５％　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　│×│　│×│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│天然及び合成トリグリセリド　　　　　　　　│　│×│　│×│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│炭化水素オイル　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│×│　│×│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│×│　│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．３％～０．８％　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│非イオン性多官能性Ｗ／Ｏ乳化剤　２％～５％│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ワックス　１％～５％　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　２０％～３０％　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│天然及び合成トリグリセリド　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│炭化水素オイル　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│第一乳化剤Ｏ１／Ｗ　１５％　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│電解質（塩化ナトリウム、硫酸マグネシウム）│×│×│×│×│×│×│×│×│
│　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
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├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．４％　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０６】
ミクロ乳化剤
┌─────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│９│10│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│界面活性剤　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－８カプリル／カプリングリセ│×│　│　│×│×│　│　│×│×│　│
│リド　１０％～２５％　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＰＧ－５－セテス－２０　１０％～│　│×│×│　│　│×│×│　│　│×│
│２５％　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│共－界面活性剤　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリル－６イソステアレート│×│　│×│　│　│　│　│　│　│　│
│　５％～１５％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリル－３ジイソステアレー│　│×│　│×│　│　│　│　│　│　│
│ト　５％～１５％　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリグリセリル－６ジオレエート　５│　│　│　│　│×│　│×│　│　│　│
│％～１５％　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＰＧ－１０セチルエーテル　５％～│　│　│　│　│　│×│　│×│　│　│
│１５％　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│エトキシジグリコール　５％～１５％│　│　│　│　│　│　│　│　│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　１０％～８０％　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│イソステアリルベンゾエート　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│イソステアリルイソステアレート　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＥＧ－７グリセリルココエート　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シクロメチコーン　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリアルコール／湿潤剤　１％～１０│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│％　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
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│防腐剤　０．３％～０．８％　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．４％　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│量　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％～３０％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０７】
Ｏ／Ｗ噴霧乳化剤
┌─────────────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│アルキルホスフェート　０．１％～５％　　　　　　　│×│　│　│×│×│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│グルコシド誘導体　０．１％～５％　　　　　　　　　│　│×│×│　│　│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│可溶化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│エトキシル化グリセリルエーテル　０．１％～１％　　│×│　│×│　│　│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリソルベート　０．１％～１％　　　　　　　　　　│　│×│　│×│　│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│エトキシル化オレイルエーテル　０．１％～１％　　　│　│　│　│　│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│フィルム形成性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＶＰ／ＶＡ　コポリマー　１％～１０％　　　　　　│×│　│×│　│×│　│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＶＭ／ＭＡ　コポリマー　１％～１０％　　　　　　│　│×│　│×│　│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　５％～２０％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│天然オイル（メドウホーム油、ホホバ油、マカデミア油│×│×│×│×│×│×│
│等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│鉱油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーン油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│アルコール　０％～５０％　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
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├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリアクリレート　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│アルミニウム／マグネシウムシリケート　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│中和剤　０％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリアルコール／湿潤剤　１％～５％　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡのようなもの）　０％～０．２％│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２％　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．４％～１％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　│×│×│×│×│×│×│
└─────────────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０８】
Ｇ－水溶液
┌─────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│９│10│11│12│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│天然増粘剤　１％～５％　　│×│　│　│　│　│×│×│　│　│　│　│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│半合成増粘剤　１％～５％　│　│×│　│　│×│　│　│×│　│　│×│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│合成増粘剤　０．３％～１．│　│　│×│×│　│　│　│　│×│×│　│　│
│３％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│中和剤　０．５％～１．５％│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリオール－湿潤剤　５％～│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│５０％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│フィルム形成性剤／コンディ│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│ショナー　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリクォーターニウムシリー│×│×│×│　│　│　│×│×│×│　│　│　│
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│ズ　１％～５％　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ＰＶＭ／ＭＡコポリマー　１│　│　│　│×│×│×│　│　│　│×│×│×│
│％～５％　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│防腐剤　０．５％～１％　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡとして│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│）＜０．１％　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│％となる量　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．０５％～０│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│．４％　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│可溶化剤　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│エトキシル化グリセリルエー│×│×│×│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│テル　０．１％～５％　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリソルベート　０．１％～│　│　│　│×│×│×│　│　│　│　│　│　│
│５％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│エトキシル化オレイルエーテ│　│　│　│　│　│　│×│×│×│×│×│×│
│ル　０．１％～５％　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│１％～２０％　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│吸収剤　０％～３０％　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１０９】
オレオゲル
┌─────────────────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│５│６│７│８│９│10│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│水素化レクチン　１％～１０％　　　│×│　│　│　│　│　│　│　│　│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリカジメチルシリケート　１％～１│　│×│　│　│　│　│　│　│×│　│
│０％　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリカ　１％～５％　　　　　　　　│　│　│×│　│　│　│　│×│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│炭素原子数２４ないし２８のアルキル│　│　│　│×│　│　│×│　│　│　│
│ジメチコーン　１％～５％　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
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│ステアリン酸アルミニウム又はマグネ│　│　│　│　│×│×│　│　│　│　│
│シウム　１％～５％　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ポリオール－湿潤剤　５％～７０％　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オイル相　２０％～９０％　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ジカプリリルエーテル　　　　　　　│×│　│　│　│　│×│　│×│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│フェニルトリメチコーン　　　　　　│　│×│　│　│　│　│×│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│水素化ポリイソブテン　　　　　　　│　│　│×│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│イソプロピルイソステアレート　　　│　│　│　│×│　│　│　│　│×│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│オレオゲルベース（鉱油及び水素化ブ│　│　│　│　│×│　│　│　│　│×│
│チレン／エチレン又はエチレン／プロ│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
│ピレン／スチレンコポリマー）　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーンワックス　　　　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ジメチコノールベヘネート　　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ジメチコノールステアレート　　　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２％　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
├─────────────────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　│×│×│×│×│×│×│×│×│×│×│
│０％～３０％　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│　│
└─────────────────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
【０１１０】
ライト／ドライ化粧品オイル
┌─────────────────────────────┬─┬─┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│３│４│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│親油性ベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│炭化水素オイル　３０％～７０％　　　　　　　　　　　　　　│×│　│　│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│分岐鎖状又は非分岐鎖状の脂肪酸エステル　１０％～５０％　　│　│×│×│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│ライトフィール剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│シリコーン／シロキサン　０％～１０％　　　　　　　　　　　│×│　│×│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
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│完全フッ素化オイル及びペルフルオロエーテル　　　　　　　　│　│×│　│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│増粘剤　０％～１０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│ワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│　│　│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│長鎖酸とアルコールとのエステル　０％～２％　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．１％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│可溶化剤／分散剤　０％～５％　　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　　　│×│×│×│×│
├─────────────────────────────┼─┼─┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　│×│×│×│×│
└─────────────────────────────┴─┴─┴─┴─┘
【０１１１】
発泡／ムース製品
┌───────────────────────────────────┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ＳＤアルコール４０　０％～８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│加圧ガス　８％～１５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│非イオン性乳化剤／界面活性剤　０．５％～３％　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│腐食防止剤　０％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│防腐剤　０．１％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ミセレイニアス　０％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　　　　　　　│×│
└───────────────────────────────────┴─┘
【０１１２】
スティック製品
┌───────────────────────────────────┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ワックス　１５％～３０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│天然及びシリコーンオイル　２０％～７５％　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
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│ラノリン誘導体　５％～＞５０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ラノリンエステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│アセチル化ラノリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ラノリンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│着色料及び顔料　１０％～１５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│酸化防止剤　０．１％～０．８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│香料オイル　０．１％～２％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│防腐剤　０．１％～０．７％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　　　　　　　│×│
└───────────────────────────────────┴─┘
【０１１３】
リキッド及びコンパクト
┌─────────────────────────────────┬─┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│２│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│リキッドファンデーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│パウダー相　１０％～１５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│オイル相　３０％～４０％；７５％（無水形態に対してのみ）　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│増粘剤／懸濁剤　１％～５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│フィルム形成性ポリマー　１％～２％　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．１％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│防腐剤　０．１％～０．８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│脱イオン水　合計して１００％となる量　　　　　　　　　　　　　　　│×│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│コンパクトパウダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│　│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│パウダー相　１５％～５０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│オイル相　１５％～５０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│ポリオール相　５％～１５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
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├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│酸化防止剤　０．１％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│香料オイル　０．１％～０．５％　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│防腐剤　０．１％～０．８％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│前記二つの製品形態に対して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│　│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│本発明の紫外線吸収剤　０．１％～２０％　　　　　　　　　　　　　　│×│×│
├─────────────────────────────────┼─┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　　　　　│×│×│
└─────────────────────────────────┴─┴─┘
【０１１４】
コンディショニングシャンプー
┌───────────────────────────────────┬─┐
│成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│１│
├───────────────────────────────────┼─┤
│第一界面活性剤（先に記載したもの）　５％～１０％　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│第二界面活性剤（先に記載したもの）　５％～１５％　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│フォーム安定剤（先に記載したもの）　０％～５％　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│脱イオン水　４０％～７０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│アクティブ　０％～１０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│コンディショナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│リファッティング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│モイスチャライジング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│増粘剤／レオロジー変性剤　０％～３％　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│湿潤剤　０％～２％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│ｐＨ－調整剤　０％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│防腐剤　０．０５％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│香料オイル　０．１％～１％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│酸化防止剤　０．０５％～０．２０％　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│キレート剤（ＥＤＴＡ）　０％～０．２０％　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
│不透明剤　０％～２％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│×│
├───────────────────────────────────┼─┤
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├───────────────────────────────────┼─┤
│表１～３に記載された紫外線吸収剤　０％～３０％　　　　　　　　　　　　│×│
└───────────────────────────────────┴─┘
　下記の実施例において、パーセントは重量に基づいている。
【０１１５】
製造例
実施例１：下記式で表わされる化合物の製造
【化１１】

  Ｎ－（３－アニリノ－アリリデン）アニリン（４．５ｇ、０．０２モル）及びシアノ酢
酸２－エチルヘキシルエステル（４．２ｇ、０．０２１モル）を、無水酢酸１０ｍＬ中８
５～９０℃で２時間撹拌した。真空中で過剰の無水酢酸を除去した後、この反応バッチを
氷上に注ぎ、そして得られた沈澱を濾別し、そして多量の水で洗浄した。真空中６０℃で
乾燥後、中間体生成物を乾燥エタノール１０ｍＬ中に投与し、そしてジエチルアミン（３
．１ｇ、０．０４２モル）を添加した。反応混合物を５０～５５℃で２時間撹拌した。エ
タノール及び過剰のアミンを、その後、真空中で溜去した。トルエンとアセトンの混合物
（９．５：０．５）中の残渣を、メルク（Ｍｅｒｋ）社製のシリカゲル６０上で分別濾過
し、そして単離した。純粋な生成物を高真空下６０℃で乾燥した。収量：４．５ｇ（理論
量の７３．５％）。
【０１１６】
実施例２：下記式で表わされる化合物の製造
【化１２】

  Ｎ－（３－アニリノ－アリリデン）アニリン（４．５ｇ、０．０２モル）及びシアノ酢
酸２－エチルヘキシルエステル（４．２ｇ、０．０２１モル）を、無水酢酸１０ｍＬ中８
５～９０℃で２時間撹拌した。真空中で過剰の無水酢酸を除去した後、この反応バッチを
氷上に注ぎ、そして得られた沈澱を濾別し、そして多量の水で洗浄した。真空中６０℃で
乾燥後、中間体生成物を乾燥エタノール１０ｍＬ中に投与し、そしてジエチル－１，３－
プロパンジアミン（１．３ｇ、０．０１モル）を添加した。反応混合物を５０℃で２時間
撹拌した。その後、エタノールを溜去し、そしてトルエンとアセトンの混合物（９：１）
中の残渣を、メルク（Ｍｅｒｋ）社製のシリカゲル６０上で分別濾過し、そして単離した
。その後、純粋な生成物を真空下６０℃で乾燥した。収量：４．４ｇ（理論量の７３％）
。
【０１１７】
実施例３：下記式で表わされる化合物の製造
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【化１３】

  Ｎ－（３－アニリノ－アリリデン）アニリン（４．５ｇ、０．０２モル）及びシアノ酢
酸２－エチルヘキシルエステル（４．２ｇ、０．０２１モル）を、無水酢酸１０ｍＬ中８
５～９０℃で２時間撹拌した。真空中で過剰の無水酢酸を除去した後、この反応バッチを
氷上に注ぎ、そして得られた沈澱を濾別し、そして多量の水で洗浄した。真空中６０℃で
乾燥後、中間体生成物を乾燥エタノール１０ｍＬ中に投与し、そしてピペラジン（０．８
ｇ、０．０１モル）を添加した。反応混合物を５０～５５℃で２時間撹拌し、エタノール
を真空中で溜去した。次いで、トルエンとアセトンの混合物（９：１）を使用する、メル
ク（Ｍｅｒｋ）社製のシリカゲル６０上でのカラムクロマトグラフィーにより、純粋な生
成物を得、これを真空下６０℃で乾燥した。収量：３．９ｇ（理論量の６９％）。
【０１１８】
使用例
実施例４：Ｏ／Ｗ乳液
（Ａ）：
式（１０１）で表わされる紫外線吸収剤        　　　　　　  　　　　３ｇ
ゴマ油                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ｇ
グリセリルステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４ｇ
ステアリン酸                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ｇ
セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５ｇ
ポリソルベート２０                  　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ

（Ｂ）：
プロピレングリコール                        　　　　　　  　　　　４ｇ
プロピルパラベン　                          　　　　        ０．０５ｇ
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５ｇ
トリエタノールアミン  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１ｇ
カルボマー（ｃａｒｂｏｍｅｒ）９３４　　　　　　　　　　　　　０．１ｇ
水                                          　　　　１００ｍＬまで添加

乳液の製造
相（Ａ）：
　最初に、紫外線吸収剤をゴマ油に溶解した。（Ａ）の他の成分をそれに添加し、そして
混合した。

相（Ｂ）：
  プロピルパラベン及びメチルパラベンをプロピレングリコールに溶解した。その後、水
６０ｍＬを添加し、７０℃への加熱を行い、その後、カルボマー９３４をその中に乳化し
た。

乳液：
  機械的エネルギーを激しく適用しながら、（Ａ）を（Ｂ）にゆっくり添加した。水を添
加することにより、容量を１００ｍＬに調整した。
【０１１９】
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実施例５：日中用ケアクリーム、タイプＯ／Ｗ　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  グルセリルステアレート（及び）セテアリール　　　　　　　　　４．０
　　　　　アルコール（及び）セチルパルミテート
　　　　　（及び）ココグリセリド

　　　　　セテアレス－１２                      　　　　　　　　　　　４．０

　　　　　セテアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　ジカプリリルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５

　　　　　エチルヘキシルステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０

　　　　　ヘキシルラウレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５

　　　　　エチルヘキシルトリアゾン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０

　　　　　ベンジリデンマロネートポリシロキサン　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　ＨＤＩ／トリメチロールヘキシル－ラクトン　　　　　　　　　　５．０
　　　　　クロスポリマー（及び）シリカ

　　　　　ステアリルジメチコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０

　　　　　ジメチコーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８

　　　　　式（１０１）で表わされる化合物　　　　　　　　　　　　　　　２．０

パートＢ　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

　　　　　水（及び）スクレログルカン（及び）　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　　　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０

パートＣ　ステアレス－１０アリルエーテル／　　　　　　　　　　　　　　０．４５
　　　　　アクリレートコモノマー

　　　　　フェノキシエタノール（及び）メチル    　　　　　　　　　　　０．７
　　　　　パラベン（及び）エチルパラベン
　　　　　（及び）ブチルパラベン（及び）
　　　　　プロピルパラベン（及び）イソブチル
　　　　　パラベン

パートＤ　水（及び）トコフェリルアセテート（及び）　　　　　　　　　　４．０
　　　　　カプリル／カプリントリグリセリド（及び）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ポリソルベート８０（及び）レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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パートＥ　水（及び）水酸化ナトリウム  　　　　　　　　　　　　　　　　　適量

　　　　　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
───────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に８０℃に加熱した。連続的に撹拌しながら、パートＡを
パートＢに注入した。その後混合物を、１１０００ｒｐｍで２０秒間ウルトラツラックス
（Ｕｌｔｒａ  Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。この混合物を６０℃に冷却し、そし
てパートＣを添加した。３０℃以下の温度でパートＤを添加し、そして水酸化ナトリウム
を用いて、６．５と７．０の間にｐＨ値を調整した。最後に、芳香剤を添加した。
【０１２０】
実施例６：日焼け防止クリーム、タイプＯ／Ｗ　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  ポリグリセリル－３メチルグルコース　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　　　ジステアレート

　　　　　デシルオレエート                      　　　　　　　　　　　５．７

　　　　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．８

　　　　　カプリル／カプリントリグリセリド　　　　　　　　　　　　　　６．５

　　　　　式（１０１ａ）で表わされる化合物　　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　エチルヘキシルメトキシシンナメート　　　　　　　　　　　　　５．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７

パートＢ　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０

  　　　　カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

パートＣ　フェノキシエタノール（及び）メチル    　　　　　　　　　　　０．５
　　　　　パラベン（及び）エチルパラベン
　　　　　（及び）ブチルパラベン（及び）
　　　　　プロピルパラベン（及び）イソブチル　　　　　　　　　　　　　        　
　　　　　パラベン

パートＤ　メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラ  　　　　　　　　　　８．０
　　　　　メチルブチルフェノール（及び）水（及び）
　　　　　デシルグルコシド（及び）プロピレングリ
　　　　　コール（及び）キサンタンガム

　　　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０

パートＥ　水（及び）水酸化ナトリウム  　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
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　　　　　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
───────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に７５℃に加熱した。撹拌しながら、パートＡをパートＢ
に注入した。その後混合物を、１１０００ｒｐｍで１５秒間ウルトラツラックス（Ｕｌｔ
ｒａ  Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。この混合物を６０℃に冷却し、そしてパート
Ｃ及びパートＤを配合した。この混合物を再び短時間（５秒／１１０００ｒｐｍ）均質化
し、そして中程度の撹拌をしながら更に冷却した。室温で、水酸化ナトリウム溶液を用い
て、５．５と６．０の間にｐＨ値を調整した。最後に、芳香剤を添加した。
【０１２１】
実施例７：日中用ケア紫外線防止ローション　　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  オレス－３ホスフェート              　　　　　　　　　　　　０．６

　　　　　ステアレス－２１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５

　　　　　ステアレス－２  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８

　　　　　ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５

　　　　　トリベヘニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８

　　　　　イソヘキサデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０

　　　　　式（１０１）で表わされる化合物　　　　　　　　　　　　　　　５．０

パートＢ　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

　　　　　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラ  　　　　　　　　　　３．０
　　　　　メチルブチルフェノール（及び）水（及び）
　　　　　デシルグルコシド（及び）プロピレングリ
　　　　　コール（及び）キサンタンガム

  　　　　ＥＤＴＡ２ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１

パートＣ　水                                    　　　　　　　　　　２０．０

　　　　　ジアゾリジニル尿素（及び）ヨード　　　　　　　　　　　　　  ０．１５
　　　　　プロピニルブチルカルバメート　　　　　　　　　　　　　　　　        　
　　　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０

パートＤ　アクリル酸ナトリウムコポリマー（及び）  　　　　　　　　　　１．５
　　　　　液体パラフィン（及び）ＰＰＧ－１　　      　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　トリデセス－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　シクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５

　　　　　ＰＥＧ－１２ジメチコーン          　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　トコフェリルアセテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４５

　　　　　水（及び）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量

パートＥ　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
──────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に７５℃に加熱した。連続的に撹拌しながら、パートＡを
パートＢに注入した。乳化後即座に、パートＤからの、ＳＦ１２０２とＳＦ１２８８の混
合物中に配合した。その後、１１０００ｒｐｍで３０秒間ウルトラツラックス（Ｕｌｔｒ
ａ  Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。６５℃に冷却し、そしてサルケア（ＳＡＬＣＡ
ＲＥ）（登録商標）ＳＣ９１を配合した。５０℃以下の温度で、パートＣを添加した。３
５℃又はそれ以下で、ビタミンＥアセテートを配合し、そしてその後、クエン酸を用いて
ｐＨ値を調整した。室温で、パートＥを添加した。
【０１２２】
実施例８：日焼け防止クリーム、タイプＯ／Ｗ　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  ポリグリセリル－３メチルグルコース　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　　　ジステアレート

　　　　　デシルオレエート                      　　　　　　　　　　　５．７

　　　　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．８

　　　　　カプリル／カプリントリグリセリド　　　　　　　　　　　　　　６．５

　　　　　式（１０１）で表わされる化合物　　　　　　　　　　　　　　　２．０

　　　　　エチルヘキシルメトキシシンナメート　　　　　　　　　　　　　５．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７

パートＢ　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０

  　　　　カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

パートＣ　フェノキシエタノール（及び）メチル    　　　　　　　　　　　０．５
　　　　　パラベン（及び）エチルパラベン
　　　　　（及び）ブチルパラベン（及び）
　　　　　プロピルパラベン（及び）イソブチル　　　　　　　　　　　　　        　
　　　　　パラベン
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パートＤ　メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラ  　　　　　　　　　　８．０
　　　　　メチルブチルフェノール（及び）水（及び）
　　　　　デシルグルコシド（及び）プロピレングリ
　　　　　コール（及び）キサンタンガム

　　　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０

パートＥ　水（及び）水酸化ナトリウム  　　　　　　　　　　　　　　　　　適量

　　　　　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
───────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に７５℃に加熱した。撹拌しながら、パートＡをパートＢ
に注入した。その後混合物を、１１０００ｒｐｍで１５秒間ウルトラツラックス（Ｕｌｔ
ｒａ  Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。この混合物を６０℃に冷却し、そしてパート
Ｃ及びパートＤを配合した。この混合物を再び短時間（５秒／１１０００ｒｐｍ）均質化
した。中程度の撹拌をしながら更に冷却した後、室温で水酸化ナトリウム溶液を用いてｐ
Ｈ値を調整した。ｐＨが５．５と６．０の間の溶液が得られた。最後に、芳香剤を添加し
た。
【０１２３】
実施例９：日焼け防止クリーム、タイプＯ／Ｗ　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  ポリグリセリル－３メチルグルコース　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　　　ジステアレート

　　　　　デシルオレエート                      　　　　　　　　　　　５．７

　　　　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．８

　　　　　カプリル／カプリントリグリセリド　　　　　　　　　　　　　　６．５

　　　　　式（１０１）で表わされる化合物（５０％）　　　　　　　　　　２．０
　　　　　とウヴィヌル（Ｕｖｉｎｕｌ）Ａ（登録商標    　　　　　　　　　　　　　
　　　　　）、加えてＣＡＳ登録番号３０２７７６－        　　　　　　　　　　　　
　　　　　６８－７（５０％）の混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　エチルヘキシルメトキシシンナメート　　　　　　　　　　　　　５．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７

パートＢ　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０

  　　　　カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

パートＣ　フェノキシエタノール（及び）メチル    　　　　　　　　　　　０．５
　　　　　パラベン（及び）エチルパラベン
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　　　　　（及び）ブチルパラベン（及び）
　　　　　プロピルパラベン（及び）イソブチル　　　　　　　　　　　　　        　
　　　　　パラベン

パートＤ　メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラ  　　　　　　　　　　８．０
　　　　　メチルブチルフェノール（及び）水（及び）
　　　　　デシルグルコシド（及び）プロピレングリ
　　　　　コール（及び）キサンタンガム

　　　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０

パートＥ　水（及び）水酸化ナトリウム  　　　　　　　　　　　　　　　　　適量

　　　　　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
───────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に７５℃に加熱した。撹拌しながら、パートＡをパートＢ
に注入した。混合物を、１１０００ｒｐｍで１５秒間ウルトラツラックス（Ｕｌｔｒａ  
Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。６０℃に冷却し、そしてパートＣ及びパートＤを配
合した。この混合物を再び短時間（５秒／１１０００ｒｐｍ）均質化した。中程度の撹拌
をしながら更に冷却した後、室温で水酸化ナトリウム溶液を用いて、５．５と６．０の間
にｐＨ値を調整した。最後に、芳香剤を添加した。
【０１２４】
実施例１０：日焼け防止クリーム、タイプＯ／Ｗ　　　　　　　　　　　　　　重量％
　　　　　ＩＮＣＩ名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（使用量）

パートＡ  ポリグリセリル－３メチルグルコース　　　　　　　　　　　　　２．０
　　　　　ジステアレート

　　　　　デシルオレエート                      　　　　　　　　　　　５．７

　　　　　イソプロピルパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．８

　　　　　カプリル／カプリントリグリセリド　　　　　　　　　　　　　　６．５

　　　　　式（１０１）で表わされる化合物（５０％）　　　　　　　　　　２．０
　　　　　とベンジリデンカンファー、ＣＡＳ登録番号    　　　　　　　　　　　　　
　　　　　３６８６１－４７－９（５０％）の混合物　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　エチルヘキシルメトキシシンナメート　　　　　　　　　　　　　５．０

　　　　　セチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７

パートＢ　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０

  　　　　カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　水  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計して１００％となる量

パートＣ　フェノキシエタノール（及び）メチル    　　　　　　　　　　　０．５
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　　　　　パラベン（及び）エチルパラベン
　　　　　（及び）ブチルパラベン（及び）
　　　　　プロピルパラベン（及び）イソブチル　　　　　　　　　　　　　        　
　　　　　パラベン

パートＤ　メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラ  　　　　　　　　　　８．０
　　　　　メチルブチルフェノール（及び）水（及び）
　　　　　デシルグルコシド（及び）プロピレングリ
　　　　　コール（及び）キサンタンガム

　　　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０

パートＥ　水（及び）水酸化ナトリウム  　　　　　　　　　　　　　　　　　適量

　　　　　芳香剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
───────────────────────────────────────

製造手順：
  パートＡ及びパートＢを別々に７５℃に加熱した。撹拌しながら、パートＡをパートＢ
に注入した。混合物を、１１０００ｒｐｍで１５秒間ウルトラツラックス（Ｕｌｔｒａ  
Ｔｕｒｒａｘ）を用いて均質化した。６０℃に冷却し、そしてパートＣ及びパートＤを配
合した。この混合物を再び短時間（５秒／１１０００ｒｐｍ）均質化した。中程度の撹拌
をしながら更に冷却した後、室温で水酸化ナトリウム溶液を用いてｐＨ値を調整した。ｐ
Ｈが５．５０と６．００の間の溶液が得られた。最後に、芳香剤を添加した。
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